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建設地：現市民会館跡地

延床面積：約９，５００平方メートル

構造：鉄筋コンクリート造り（基礎免震構造）

階層：地上５階建

○主要出入口は、現在と同じ県道観音寺善通寺線

○車いす使用者用等駐車場は、新庁舎に近接して

整備

○西側出入口付近に飲用水兼用耐震性貯水槽を整

備し、約６０トンの飲み水を確保

◆新庁舎建設までの流れ◆

設計コンセプト 概要

配置計画

新庁舎建設の基本設計が
　　　　　　まとまりました

庁舎等整備課　☎２３－３９５１

▲外観イメージ図

▲配置計画

　新庁舎建設に向けて、完成予想図や建設位置などをまとめた

「基本設計」を作成しました。今後、この基本設計に基づいて実

施設計に着手します。新庁舎の開庁は平成２７年５月の予定です。

○市民にとってわかりやすく、人にやさしい庁舎

皆さんが多く利用する窓口を１階に集約して、

市民サービスの向上を図ります。

○市民の生命を守れる庁舎

構造形式は免震構造（基礎免震）とし、災害時

に行政機能を維持するとともに、災害対策本部

としての機能を発揮できるようにします。

○機能的で柔軟性のある庁舎

仕切りのないオープンフロアを基本とし、業務

の変化に柔軟に対応します。

○環境にやさしい庁舎

太陽光発電などの導入によりエネルギー消費量

を削減し、ライフサイクルコストの低減を図り

ます。

平成２４年
６月

平成２５年
２月

平成２５年
１０月

平成２７年
５月

基
本
設
計

　終
了

実
施
設
計

　終
了

　
　市
民
会
館
解
体
工
事

新
庁
舎
建
設
着
工

　
　新
庁
舎
建
設
工
事

新
庁
舎
開
庁
（
予
定
）
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８月は同和問題啓発強調月間

利用してください

　同和問題は、社会の歴史的発展の過程でつく

られた身分に基づく差別により、憲法で保障さ

れている「職業選択の自由」や「結婚の自由」

などの基本的人権が十分に保障されていないと

いう、重大な社会問題です。身元調査や差別発

言、差別落書き、インターネット掲示板への差

別的な書き込みなどに加え、最近では土地差別

調査や戸籍等の不正取得など、さまざまな差別

問題が生じています。

　市では、同和問題の解決を自分自身の課題と

し、差別は絶対許さないという意識を徹底する

ために、いろいろな啓発活動に取り組んでいま

す。問題の解決には、一人ひとりが人権を大切

にすることの重要性を正しく理解し、人権尊重

の意識を持ち、そして行動や態度、言葉で表す

ことが必要です。すべての人が尊重され、差別

のない明るい社会をつくっていきましょう。

　同和問題を口実に、高額図書等の購入や金品の提供を要

求する「えせ同和行為」が県内で多発しています。このよ

うな行為は、同和問題に対する誤った認識を植え付け、偏

見や差別を助長する行為であり、決して許されません。「え

せ同和行為」に遭遇した場合は、き然とした態度で拒否し、

人権課まで連絡してください。（人権課　☎２３－３９２８）

　事前に登録した人の戸籍謄本・抄本や住民票の

写しなどを第三者に交付したときに、本人に通知

する制度です。交付した年月日や証明書の種類、

交付請求者の種別などを通知します。

　戸籍謄本・抄本や住民票の写しなどの不正請求・

不正取得から個人情報を守るために、７月から実

施しています。

　戸籍謄本・抄本や住民票の写しなどからは、さ

まざまな個人情報を知ることができ、これが悪用

されると大変な人権侵害につながります。実際に

近年、調査会社の依頼を受けて戸籍や住民票の写

しなどを大量に不正取得し、その情報を売買した

事件が発生しています。不正取得された個人情報

は、脅迫やいやがらせなどにも悪用されました。

また、結婚や就職の際の身元調査などに悪用され

ることも考えられます。

　不正取得は、不正に個人情報を取得した人だけの

問題ではありません。取得を依頼する人がいるから、

発生するものです。みんなが、他人の人権を尊重し

ていれば起こらない問題です。

　自分自身の人権を守るためにも、他人の人権を侵

害しないためにも、私たち一人ひとりが人権意識を

高めなければなりません。

　不正取得は誰にでも起こる可能性があります。本人

通知制度を利用することで、誰かが自分の個人情報を

取得したことが分かれば、不正取得の早期発見につな

がり、さらなる不正請求・不正取得を抑止する効果が

期待できます。

　制度の利用には、事前に登録が必要です。本人確認

書類を持参し、市民課で登録してください。（郵送で

の登録も可能）

　　　　　　問い合わせ先　市民課　☎２３－３９２４

考えよう　人権

頼まない、調べない。ＳＴＯＰ！土地差別

住民票の写し等の第三者交付に係る本人通知制度
どんな制度？ 不正取得は私たちの人権にかかわる問題

本人通知制度を利用してくださいなぜこの制度ができたの？

○市役所本庁１階ロビー
　８月６日（月）～１０日（金）
○大野原支所
　８月２０日（月）～２４日（金）
○豊浜支所
　８月２７日（月）～３１日（金）
問い合わせ先
　ふれあい文化センター
　　　　　☎２４－４１１３

人権啓発パネル展

注意してください

「みんなちがって、
　　　　　　　みんないい。」
　　金子みすゞ記念館館長
　　　　　　　矢崎　節夫氏
日時：８月１８日（土）午後１時
　　　３０分～午後３時２０分
場所：市民会館中ホール
問い合わせ先
　人権課　☎２３－３９２８

人権教育講演会
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　９月２日（日）に「２０１２日本学生トライアスロン選手

権観音寺大会」が昨年に引き続き開催されます。全国７

ブロックの予選を勝ち抜いた約２００人の学生が出場。体

力の限界まで挑戦する学生に熱い声援をお願いします。

　大会当日は、交通規制などがあり大変ご迷惑をおかけ

しますが、ご理解とご協力をお願いします。

女子の部スタート：午前１０時

男子の部スタート：午後１時

日時：９月１日（土）午後４時～

場所：大野原会館

歓迎アトラクション：大野原龗王太鼓

入場無料（学生以外も入場可）

競技スケジュール

開会式

2012
日本学生トライアスロン選手権観音寺大会

市民スポーツ課　☎２３－３９４１

１.５キロメートル

（１周回後砂浜に上陸し、再び入水）

有明グラウンドをスタート・ゴールとし、Ａ
－Ｂ間（片道約３．６キロメートル）を５往復

（Ｓ－Ａ間：片道約２．２キロメートル）

４０キロメートル

１０キロメートル

200メ
ー
ト
ル

100メートル

200
メー
トル

250メートル

スタート

ゴール

周回基点
競輪場入口交差点から４００メートル豊浜寄り

折り返し
県道丸亀詫間豊浜線と県道先林姫浜線との交差点

スイム・ランコース

バイクコース

ラン

折り返し

周回基点

有明グラウンド

スイム

９月２日（日）開催
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　「がんばれ観音寺応援寄附金」は、「ふるさと納税制度」を活

用し、ふるさとを愛し、未来に向けて新たなまちづくりに励

む観音寺市を応援していただける個人または団体からの寄附

金を、個性豊かで活気あふれるふるさとづくりに役立てる制

度です。皆さんの親類や友人、知人などに広くこの制度を周

知していただき、全国からの応援をお願いしてください。

○寄附をすると、現在住んでいる市町村で納める住民税など

が軽減されます。

○一万円以上の寄附金をいただいた方には、感謝の気持ちを

込めて、ふるさと観音寺の特産品を贈ります。

　寄附申込書に必要事項を記入し、企

画課へ申し込んでください。（パンフ

レット添付の振込用紙を使用する場合、

寄附申込書は不要です。また、振込手

数料も無料です。）

　寄附申込書は、市ホームページから

ダウンロードできます。パンフレット

は市役所総合案内所や各支所などにあ

ります。電話で取り寄せもできます。

　納付は、郵便振替または銀行振込、

現金書留、納付書払いでお願いします。

　市内の小学４・５・６年生の男女を対象に、

トライアスロン教室と大会を開催します。頑

張る子どもたちに温かい声援をお願いします。

〒７６８－８６０１（住所記載不要）

観音寺市政策部企画課

☎２３－３９１７　　２３－３９２０

　 kikaku@city.kanonji.lg.jp

市ホームページ

　http://www.city.kanonji.kagawa.jp/

①未来を担うひとづくり
　　　　　　のための事業

③芸術文化の伝承と振興
　　　　　　のための事業

④事業を指定しない（使途　
　をお任せいただきます）

②誰もが健康で安心して
　　　　暮らすための事業

がんばれ観音寺応援寄附金

寄附金はこのように使われます

申し込み・問い合わせ先

申し込み・納付方法

時間：午前８時３０分～

場所：豊浜コミュニティセンター「海の家」

　　　一の宮公園

内容：ビデオ鑑賞と実技講習

教室　８月５日（日）

開会式：午前９時３０分～

競技説明：午前９時４５分～

競技：午前１０時～午前１１時

場所：琴弾公園特設コース

表彰式：午後４時２０分～

場所：大野原会館

大会・表彰式　９月１日（土）

ふるさと観音寺を　あなたの応援で　　　もっと元気に

Ｆ

Ｅ

キッズトライアスロン教室・大会
市民スポーツ課　☎２３－３９４１

スイム

バイク

ラン

５０ｍ

１，２００ｍ

７００ｍ
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９月２２日（祝）午前８時３０分～午後４時

観音寺市役所集合（バスで四国中央市へ）

参勤交代で利用された土佐街道の体験ウオー

キングと霧の森手もみ茶道場での手もみ茶体

験など

１５人程度（申込多数の場合は抽選）

昼食・保険代１，０００円

（施設内の飲食や利用料は自己負担）

　　　　　８月２４日（金）まで

　　　小・中・高校生は保護者同伴

「３市交流事業申し込み」、氏名、住所、年齢、携

帯電話番号（なければ自宅）を記載の上、郵送ま

たはファクシミリ、Ｅメールで申し込み

〒７６８－８６０１

（住所記載不要）

観音寺市政策部企画課

　☎２３－３９１７

　　２３－３９２０

kikakuchosei@city.

kanonji.lg.jp

８月５日（日）午前９時～午後３時

豊浜町一の宮海岸

ビーチサッカー大会

アクロバットセスナ

ＢＭＸ ＳＨＯＷなど

大豊商工会

☎５４－２１５９

８月１５日（水）

午後２時３０分観音寺市役所発→池田ダム見学

→夕食（各自）、阿波おどり見学→午後９時

１０分ごろ観音寺市役所着

　　　４０人（市内の小学生・保護者同伴）

　　　　　８月７日（火）まで

　　　　　（定員になり次第締め切り）

　　　　無料

　池田観光トラベル　☎０８８３－７２－４８４８

四国まんなか交流協議会
「四国中央市・三好市・観音寺市」３市交流事業

８月４日（土）午後４時～午後９時３０分

大野原中央公園

チビッコ宝さがし

うなぎのつかみ取り

ステージイベント

福投げ抽選会

大野原音頭総踊り

フリーマーケットなど

　大豊商工会

　☎５４－２１５９

●前夜祭

８月１３日（月）午後７時～午後８時３０分

三好市池田総合体育館

５００円（小・中学生１５０円）

前売り４５０円（小・中学生１００円）

●いけだ阿波おどり

　　　８月１４日（火）～１６日（木）

　　　午後７時～午後１０時３０分

　　　ＪＲ阿波池田駅周辺

有料桟敷席（栄町演舞場）

５００円（小学生３００円）当日券のみ販売

●問い合わせ先

　三好市観光案内所

　☎０１２０－４０４－３４４

　三好市観光課

　☎０８８３－７２－７６２０

四国まんなかイベントだより

一の宮サマーフェス２０１２

阿波いけだ体験ツアー

土佐街道体験ウオークと手もみ茶体験

サマーフェスティバル・イン・大野原

ちょうさ会館お楽しみ情報

いけだ阿波おどり２０１２

日 時

日 時

日 時

日 時

場 所

場 所

場 所

内 容

内 容

内 容

定 員

　ちょうさ会館で９月１日（土）から３０日（日）に開催

する「観音寺お祭り絵手紙作品展」の作品を募集し

ます。（展示後の作品は、ちょうさ会館や市内の秋祭

りのＰＲに使用）

●募集内容

獅子舞やだんじり、ちょうさなど市内の祭り

官製はがきまたは同じサイズの私製はがき

（表面は白色または淡色）を使用。表面は記

入しないでください。

８月１日（水）から３１日（金）に、ちょうさ会館

に持参

●問い合わせ先　商工観光課☎２３－３９３３

規 定

テーマ

参加費

入場料

応 募

費 用

注 意

定 員

受け付け

受け付け

問い合わせ先

問い合わせ先

申し込み・問い合わせ先

申し込み・問い合わせ先

日 時

日 時

場 所

場 所

イベント

参加募集

参加募集

参加募集

イベント

イベント

Ｆ

Ｅ
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正
し
い
認
識
で
明
る
い
社
会
を

市
民
の
人
権
・
同
和
に
関
す
る
意
識
シ
リ
ー
ズ

　
　
　
　障
が
い
者
の
人
権

が
い
に
つ
い
て
理
解
す
れ
ば
少

し
ず
つ
良
く
な
っ
て
い
く
と
思

い
ま
す
。
」

　こ
れ
ら
は
、
市
が
毎
年
募
集

し
て
い
る
小
・
中
学
生
の
人
権

作
文
の
一
部
で
す
。
児
童
や
生

徒
た
ち
は
、
交
流
活
動
や
自
分

自
身
の
体
験
を
通
し
て
人
権
に

つ
い
て
真
剣
に
考
え
、
積
極
的

な
意
見
や
感
想
を
述
べ
て
い
ま

す
。　障

が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人

も
、
誰
も
が
安
心
し
て
、
あ
り

の
ま
ま
の
自
分
で
い
て
尊
重
し

合
え
る
、
そ
ん
な
温
か
い
住
み

よ
い
社
会
を
実
現
で
き
た
ら
す

て
き
だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

　健
康
で
家
族
や
地
域
の
人
と

楽
し
く
暮
ら
し
た
い
と
思
う
の

は
、
み
ん
な
の
願
い
で
す
が
、

公
害
や
薬
害
、
労
働
災
害
や
交

通
事
故
な
ど
で
、
障
が
い
者
に

な
っ
た
人
も
い
ま
す
。

　全
国
で
障
が
い
の
あ
る
人
は

約
７
４
４
万
人
（
厚
生
労
働
省

平
成
２２
年
調
査
）
で
す
。
近
年
、

障
が
い
者
の
積
極
的
な
社
会
参

画
の
た
め
、
視
覚
障
が
い
者
用

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
や
車
い
す
対
応

の
自
動
券
売
機
、
障
が
い
者
用

駐
車
場
や
ト
イ
レ
な
ど
が
整
備

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
人
権
に
対

す
る
人
々
の
意
識
は
ど
う
で
し

ょ
う
か
。

　「
人
は
人
を
差
別
す
る
権
利

な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
人
は
そ
れ

ぞ
れ
違
う
か
ら
こ
そ
い
い
の
に
、

自
分
と
の
差
が
大
き
い
と
受
け

入
れ
ら
れ
な
い
人
が
い
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。
手
助
け
が
必
要

な
時
に
は
手
助
け
を
し
合
い
、

だ
れ
も
が
平
等
な
権
利
を
主
張

で
き
る
生
活
が
で
き
た
ら
い
い

な
と
思
い
ま
し
た
。
」

　「
私
た
ち
は
人
と
し
て
社
会

の
一
員
と
し
て
、
障
が
い
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
、
お
互
い
に

学
び
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

ま
だ
、
偏
見
や
差
別
が
続
く
社

会
で
す
が
、
一
人
ひ
と
り
が
障

おめでとう
　　　ございます

平成２３年度
　　人権作品優秀賞

豊浜小学校４年
大久保　慶乙さん

三豊中学校３年（平成 23 年度）
横田　千鶴さん

　今
回
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
原
則
で
あ
る
「
情
報
共
有
の

原
則
」
と
「
参
加
の
原
則
」
に

つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

情
報
共
有
の
原
則

　市
民
の
興
味
や
意
欲
を
喚
起

し
、
ま
ち
づ
く
り
に
実
際
に
参

加
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
行

政
や
議
会
が
持
つ
情
報
を
市
民

に
提
供
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
市
民
が
持
つ
情
報
を
、

行
政
や
議
会
に
提
供
し
て
も
ら

う
必
要
も
あ
り
ま
す
。

　つ
ま
り
、
市
民
と
行
政
、
議

会
が
同
じ
情
報
を
共
有
財
産
と

し
、
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む

と
い
う
こ
と
で
す
。
三
者
が
一

体
と
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
に
、
情
報
の
共
有
は

と
て
も
重
要
な
要
素
で
あ
る
と

言
え
ま
す
。

参
加
の
原
則

　市
民
が
ま
ち
づ
く
り
に
参
加

す
る
機
会
を
保
障
す
る
と
と
も

に
、
市
民
参
加
の
た
め
の
取
り

組
み
を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と

が
、
参
加
の
原
則
で
す
。
市
民

が
参
加
す
る
対
象
は
主
に
行
政

で
す
が
、
同
じ
市
の
機
関
で
あ

る
議
会
も
、
参
加
の
対
象
に
な

り
ま
す
。
そ
し
て
、
施
策
の
立

案
か
ら
実
施
お
よ
び
評
価
に
至

る
ま
で
の
過
程
に
、
市
民
が
主

体
的
に
責
任
を
持
っ
て
か
か
わ

る
こ
と
を
参
加
と
言
い
、
自
治

体
も
市
民
も
、
よ
り
積
極
的
に

参
加
す
る
こ
と
が
、
よ
り
良
い

ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

参
加
の
対
象
と
主
体

～
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
原
則
②
～

自
治
基
本
条
例
の
制
定
に
む
け
て
⑧

　
　企
画
課

　☎
２３

−

３
９
１
７

相
互
の
参
加

市民の活動

ＮＰＯ
地域コミュニティ等（　　　　　　）

行政・議会
の活動

市民の参加
市民・行政・議会

の参加



8

6
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

安 藤 忠 明
（公　明　党）

●巨大地震と危機管理について
・公共施設について
・通学路の安全について

大 矢 一 夫
（民政クラブ）

・新市民会館周辺の道路整備について
●学童の検診について

詫 間 　 茂
（民政クラブ）

・元気な高齢者を増やす具体的な方策について
・市街地のトイレ、市街地・公園等のベンチの

設置について
・ホームページについて
●ワンコイン健康診断について

立 石 隆 男
（民政クラブ） ●生活保護制度について

黒川健太郎
（民政クラブ）

●平成２３年度の決算状況について
・競輪事業について
・市の防災対策強化について

大久保隆敏
（市民クラブ） ●大谷池のハザードマップの公表について

大 平 直 昭
（民政クラブ）

・こども園推進について
●市役所の休日開庁について

安 藤 清 高
（日本共産党）

・通学路の安全確保について
●消防団について
・救急車の運行について
・ため池の防災について

井 上 浩 司
（民政クラブ） ●合併処理浄化槽設置補助について

石 山 秀 和
（公　明　党）

●住宅耐震診断及び耐震工事について
・自治体の財源調達について
・老朽化した社会資本整備について
・市有施設の節電対策について

大 賀 正 三
（民政クラブ）

●市内における県要望道路事業等の進捗状況に
ついて

篠 原 重 寿
（社会民主党）

・障害者の就労について
・新市民会館について
●学校給食について

安 藤 康 次
（民政クラブ）

・統合教育施設について
●新市民会館建設について

友 枝 俊 陽
（市民フォーラム）

●公園整備と安全対策について
・就学指導について

高 橋 照 雄
（無　所　属）

●防災について
・生活保護について

五 味 伸 亮
（市民フォーラム）

・フェイスブックの活用と導入について
●国語力の強化と心の育成について

伊 丹 準 二
（民政クラブ）

●危機管理について
・公共施設整備について

６月定例会の主な内容

８日招集・会期１９日間
一般会計補正予算など原案可決

　平成２４年第２回定例会が６月８日招集され、

２６日までの１９日間の会期で開かれました。

　歳入・歳出予算の総額に６，８６４万１千円を

追加し総額を２４３億５，８６４万１千円とする一

般会計補正予算のほか１３議案が提出され、議

案の提案理由の説明がありました。

　１４・１５日の２日間一般質問が行われ、市当

局の考えをただしました。

　議案は初日に同意された１議案を除く１３議

案が常任委員会に付託され、１８日から２０日に

かけて慎重に審議が行われました。

　本会議では、各常任委員会の委員長から付

託された議案や陳情の審議結果の報告があり、

それぞれについて採決を行いました。

　なお、議案および陳情の審議結果は、１３ペ

ージ「審議した議案等とその結果」のとおり

です。

一般質問項目表個人質問

●印については、質問と答弁の内容を次ページ以降に掲載しています。

６月定例会で次のとおり
委員の選任に同意しました

○ 人権擁護委員　 畑須美子　　豊浜町

　　　　　　　　西山　節子　　出作町
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６
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

議
会
だ
よ
り

増
減
は
あ
る
が
、
最
近
で
は
高

齢
者
世
帯
が
増
加
傾
向
と
な
っ

た
。
減
少
対
策
に
つ
い
て
は
、

就
労
支
援
、
子
女
へ
の
就
学
支

援
、
他
法
他
施
策
利
用
を
検
討

し
、
自
立
支
援
を
進
め
て
い
る
。

　
　
　平
成
２３
年
度
の
収
支
決

算
は
５
月
３１
日
を
も
っ
て
出
納

閉
鎖
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
一
般

会
計
お
よ
び
特
別
会
計
の
決
算

状
況
を
伺
う
。
ま
た
、
今
回
の

決
算
状
況
を
踏
ま
え
て
の
今
後

の
財
政
運
営
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　一
般
会
計
の
決
算
状
況

は
、
歳
入
総
額
が
２
４
９
億
５
、

４
１
１
万
５
、
０
０
０
円
、
歳

出
総
額
は
２
４
１
億
６
、
７
２

４
万
８
、
０
０
０
円
で
あ
り
形

式
収
支
は
７
億
８
、
６
８
６
万

７
、
０
０
０
円
の
黒
字
で
あ
る
。

こ
の
形
式
収
支
か
ら
翌
年
度
へ

繰
り
越
す
べ
き
財
源
の
５
、
２

８
９
万
３
、
０
０
０
円
を
差
し

引
い
た
実
質
収
支
は
、
７
億
３
、

３
９
７
万
４
、
０
０
０
円
の
黒

字
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
特

別
会
計
に
つ
い
て
も
昨
年
度
同

様
、
す
べ
て
が
黒
字
決
算
で
あ

る
。
今
後
に
お
い
て
も
、
財
政

指
標
や
健
全
化
判
断
比
率
の
４

で
あ
り
、
平
成
１３
年
の
芸
予
地

震
と
阪
神
大
震
災
で
は
震
度
４

で
あ
っ
た
。
南
海
地
震
は
３０
年

以
内
に
６０
％
の
発
生
確
率
で
あ

る
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
家

屋
の
耐
震
補
強
や
家
具
の
転
倒

防
止
措
置
、
ま
た
、
自
主
防
災

組
織
の
活
性
化
な
ど
で
、
地
震

に
対
す
る
備
え
を
お
願
い
し
た

い
。　

　
　検
診
お
よ
び
メ
タ
ボ
や
、

や
せ
の
対
策
は
。
ま
た
、
医
師

な
ど
の
専
門
家
を
含
め
た
話
し

合
う
場
が
必
要
で
は
。

　
　
　学
校
保
健
安
全
法
に
基

づ
き
毎
年
１
回
年
度
初
め
に
内

科
、
眼
科
、
歯
科
、
耳
鼻
科
の

４
種
類
の
検
診
を
実
施
、
生
活

習
慣
病
に
つ
い
て
は
小
学
校
５

年
生
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る
。

メ
タ
ボ
防
止
に
お
け
る
妊
娠
時

か
ら
の
対
応
策
は
母
親
が
妊
娠

前
や
受
精
時
に
痩
せ
て
い
る
と
、

低
出
生
体
重
児
を
出
産
し
た
り
、

早
産
や
切
迫
早
産
や
胎
児
に
生

活
習
慣
病
素
因
の
形
成
な
ど
リ

ス
ク
が
高
く
な
り
、
肥
満
児
に

な
り
や
す
い
と
統
計
な
ど
の
結

果
に
よ
り
考
え
ら
れ
て
い
る
の

で
妊
娠
届
時
に
保
健
師
な
ど
に

よ
る
保
健
指
導
、
妊
娠
中
の
栄

養
の
摂
り
方
に
つ
い
て
も
管
理

栄
養
士
に
よ
る
電
話
相
談
な
ど

を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
出

産
後
は
よ
り
い
っ
そ
う
母
乳
保

育
や
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
推
進
、

毎
月
実
施
し
て
い
る
離
乳
食
講

習
会
を
充
実
し
、
育
児
に
よ
る

生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
を
少
し

で
も
軽
減
し
た
い
。

　健
康
増
進
計
画
の
中
で
も
問

題
提
起
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　最
近
、
都
会
で
は
５
０

０
円
で
簡
単
な
健
康
診
断
が
ス

ー
パ
ー
、
コ
ン
ビ
ニ
、
街
中
な

ど
で
気
軽
に
受
け
ら
れ
る
サ
ー

ビ
ス
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
一

方
、
市
の
特
定
健
診
の
受
診
率

は
こ
こ
十
数
年
３０
％
前
後
と
低

い
状
況
に
あ
る
。
こ
う
い
う
状

況
を
打
破
し
健
康
寿
命
を
延
ば

す
た
め
に
も
補
助
手
段
と
し
て

の
ワ
ン
コ
イ
ン
健
診
の
よ
う
な
、

だ
れ
で
も
簡
単
に
受
け
ら
れ
る

も
の
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
を

伺
う
。

　
　
　ワ
ン
コ
イ
ン
健
診
は
、

市
民
の
補
足
的
健
診
と
し
て
は
、

良
い
と
思
わ
れ
る
が
、
市
と
し

て
は
、
国
の
制
度
や
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
準
じ
た
健
康
の
受
診
率
ア

ッ
プ
や
健
診
後
の
フ
ォ
ロ
ー
体

制
を
充
実
し
、
よ
り
効
果
的
な

健
診
を
進
め
て
い
き
た
い
。
民

間
の
健
診
シ
ョ
ッ
プ
な
の
で
、

今
後
、
県
内
の
状
況
を
見
て
い

き
た
い
。

　
　
　本
市
の
生
活
保
護
制
度

の
適
用
状
況
に
つ
い
て
①
昨
年

度
の
受
給
者
数
②
調
査
の
方
法

③
申
請
時
の
生
活
状
況
④
昨
年

度
の
自
立
者
数
⑤
合
併
以
後
の

状
況
以
上
５
点
に
つ
い
て
、
当

局
の
考
え
を
伺
う
。
ま
た
、
生

活
保
護
受
給
者
減
少
対
策
に
つ

い
て
の
考
え
方
を
伺
う
。

　最
後
に
、
支
援
だ
け
で
な
く

雇
用
の
創
出
を
促
す
施
策
を
お

願
い
す
る
。

　
　
　①
２
０
２
世
帯
２
５
５

人
が
受
給
し
、
前
年
度
よ
り
１７

世
帯
１８
人
増
加
②
聞
き
取
り
調

査
や
各
種
条
件
の
調
査
を
行
い
、

国
の
基
準
に
基
づ
き
判
断
。
ま

た
、
毎
年
受
給
者
の
状
況
も
調

査
し
て
い
る
③
無
年
金
者
や
年

金
額
の
少
な
い
方
、
育
児
や
障

害
な
ど
に
よ
り
就
労
で
き
な
い

方
で
あ
る
④
昨
年
度
４
世
帯
４

人
が
自
立
⑤
年
度
に
よ
っ
て
、

２
３
９
人
か
ら
２
５
５
人
と
、

　
　
　内
閣
府
が
３
月
末
に
発

表
し
た
南
海
ト
ラ
フ
で
の
巨
大

地
震
予
想
を
、
市
民
の
わ
れ
わ

れ
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
る

べ
き
な
の
か
。

　
　
　内
閣
府
の
発
表
内
容
に

は
国
中
が
驚
き
と
不
安
の
声
を

あ
げ
た
。
本
市
の
最
大
震
度
は

７
で
あ
り
、
最
大
津
波
水
位
は

３
・
５
ｍ
で
あ
る
。
た
だ
し
震

源
の
場
所
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま

に
変
わ
る
こ
と
も
知
っ
て
お
く

べ
き
で
あ
る
。
過
去
の
本
市
を

調
べ
て
も
、
震
度
７
の
地
震
に

襲
わ
れ
た
こ
と
は
記
録
か
ら
も

あ
り
ま
せ
ん
し
、
津
波
に
つ
い

て
も
同
様
で
あ
る
。
主
た
る
地

震
に
つ
い
て
は
、
平
成
１２
年
の

鳥
取
西
部
地
震
と
、
昭
和
２１
年

の
昭
和
南
海
地
震
で
は
震
度
５

答
弁

質
問

　
  質 

問
答
弁

と

個
人
質
問

安
藤　

忠
明

巨
大
地
震
と
危
機
管
理
に
つ
い
て

大
矢　

一
夫

詫
間 　

茂

学
童
の
検
診
に
つ
い
て

ワ
ン
コ
イ
ン
健
康
診
断
に
つ
い
て

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

立
石
隆
男

生
活
保
護
制
度
に
つ
い
て

質
問

黒
川
健
太
郎

平
成
２３
年
度
の
決
算
状
況
に
つ
い
て

質
問

答
弁
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6
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

　
　
　市
は
住
宅
耐
震
診
断
お

よ
び
住
宅
耐
震
工
事
に
対
し
て

県
と
共
同
で
助
成
事
業
を
昨
年

よ
り
行
っ
て
い
る
。
３
月
議
会

で
も
申
し
込
み
状
況
に
つ
い
て

質
問
も
出
さ
れ
た
が
、
現
状
に

つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、
昭
和
５６

年
５
月
以
前
の
木
造
家
屋
は
相

当
数
あ
る
と
思
う
。
申
し
込
み

数
が
少
な
い
理
由
と
し
て
、
改

修
費
用
が
相
当
額
に
な
る
た
め

決
断
が
で
き
な
い
と
の
声
も

多
々
聞
く
。
そ
こ
で
、
市
独
自

の
「
耐
震
工
事
へ
の
助
成
制

度
」
を
創
設
す
る
こ
と
を
提
案

す
る
。

　
　
　２
０
１
１
年
度
の
実
績

は
耐
震
診
断
１７
件
、
耐
震
改
修

６
件
。
本
年
は
啓
発
事
業
に
重

点
を
置
き
、
９
月
～
１１
月
市
内

公
民
館
１７
カ
所
で
説
明
会
を
開

催
す
る
。
市
独
自
の
補
助
制
度

に
関
し
て
は
国
、
県
、
他
市
の

動
向
を
見
て
検
討
す
る
。

　
　
　本
市
に
お
い
て
、
年
度

末
・
年
度
初
め
の
日
曜
日
に
つ

い
て
は
開
庁
し
て
い
る
が
、
年

間
通
し
て
の
休
日
開
庁
の
要
望

も
あ
る
。
全
国
で
は
、
月
一
回
、

月
二
回
の
休
日
開
庁
を
実
施
し

て
い
る
自
治
体
が
い
く
つ
か
あ

る
。
市
民
の
ニ
ー
ズ
、
他
市
の

状
況
を
踏
ま
え
、
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
か
と
思
う
が
。

　
　
　窓
口
利
用
者
の
変
動
が

あ
る
こ
と
、
ま
た
、
人
件
費
、

光
熱
水
費
な
ど
コ
ス
ト
の
増
大

や
電
算
セ
ン
タ
ー
の
追
加
稼
働

な
ど
を
考
慮
す
る
と
、
た
だ
ち

に
年
間
通
じ
て
の
休
日
開
庁
の

実
施
は
難
し
い
。
多
数
の
利
用

者
が
見
込
ま
れ
る
年
度
末
、
年

度
初
め
の
日
曜
日
開
庁
を
引
き

続
き
実
施
し
て
い
く
。
今
後
、

休
日
開
庁
へ
の
ニ
ー
ズ
の
高
ま

り
や
、
他
市
の
状
況
を
踏
ま
え

つ
つ
、
新
庁
舎
へ
移
行
し
た
後

の
課
題
と
し
て
、
検
討
し
て
い

き
た
い
。
な
お
、
電
話
予
約
に

よ
り
各
種
証
明
書
を
時
間
外
に

交
付
す
る
制
度
を
設
け
て
い
る

の
で
、
同
制
度
の
利
用
促
進
を

含
め
、
総
合
的
に
市
民
の
利
便

性
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　市
の
条
例
で
定
め
て
い

る
消
防
団
は
、
地
域
住
民
が
市

の
非
常
勤
公
務
員
と
し
て
半
ば

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
組
織
さ
れ
て

い
る
消
防
機
関
で
あ
る
。
東
日

本
大
震
災
を
受
け
て
の
教
訓
と

し
て
消
防
団
の
活
動
、
役
割
は

大
変
重
要
で
あ
る
こ
と
が
改
め

て
認
識
さ
れ
た
。
消
防
団
員
の

処
遇
改
善
や
制
度
の
見
直
し
に

つ
い
て
伺
う
。

◎
消
防
団
員
の
確
保
に
つ
い
て

は
現
在
１５
名
の
欠
員
が
生
じ

て
い
る
。
団
員
募
集
の
ポ
ス

タ
ー
を
地
区
公
民
館
へ
配
布

し
、
団
員
の
確
保
に
努
め
て

い
く
。

◎
団
員
の
年
間
報
酬
は
、
他
市

の
状
況
・
市
の
財
政
状
況
を

勘
案
す
る
中
で
今
後
の
検
討

課
題
と
す
る
。
活
動
中
の
負

傷
な
ど
の
場
合
は
、
規
定
に

基
づ
き
各
種
の
損
害
補
償
で

対
応
す
る
。

◎
消
防
ポ
ン
プ
車
は
、
定
期
的

に
更
新
し
て
い
る
。
屯
所
の

新
築
、
改
築
は
計
画
的
に
進

め
て
い
く
。

　
　
　下
水
道
法
に
よ
る
公
共

下
水
道
の
許
可
を
受
け
た
区
域

内
で
、
い
ま
だ
下
水
道
管
が
敷

設
さ
れ
て
い
な
い
場
所
で
は
、

合
併
浄
化
槽
設
置
の
補
助
を
も

ら
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

い
か
が
お
考
え
か
。

　
　
　浄
化
槽
設
置
整
備
事
業

補
助
金
は
、
公
共
下
水
道
の
生

活
排
水
処
理
施
設
整
備
事
業
の

認
可
を
受
け
た
区
域
以
外
の
地

域
と
な
っ
て
い
る
。

　現
実
と
し
て
当
分
の
間
、
下

水
道
事
業
計
画
区
域
内
で
あ
っ

て
、
事
業
実
施
が
見
込
ま
れ
な

い
地
域
に
つ
い
て
は
、
補
助
金

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
見
直
し

が
必
要
で
な
い
か
と
考
え
て
お

り
、
関
係
部
課
で
見
直
し
を
行

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　本
年
度
の
早
い
時
期
の
実
施

に
向
け
、
現
在
関
係
部
課
で
対

象
と
す
る
地
域
や
実
施
時
期
・

補
助
金
額
な
ど
に
つ
い
て
、
検

討
中
で
あ
る
。
ま
た
、
一
定
期

間
、
過
去
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
設

置
に
対
す
る
補
助
の
見
直
し
も
、

本
年
度
事
業
実
施
分
か
ら
適
用

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

指
標
に
十
分
留
意
し
健
全
な
財

政
運
営
に
努
め
、
公
共
施
設
整

備
な
ど
の
主
要
事
業
に
取
り
組

む
。　

　
　大
谷
池
の
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
の
公
表
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、

防
災
意
識
の
向
上
と
危
険
カ
所

や
避
難
場
所
を
個
々
が
確
認
す

る
こ
と
に
よ
り
、
被
害
の
回
避

と
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

し
て
い
る
。
昨
年
度
大
谷
池
を

モ
デ
ル
た
め
池
と
し
て
マ
ッ
プ

を
作
成
す
る
こ
と
と
し
て
い
た

が
、
こ
と
し
３
月
末
日
の
内
閣

府
に
よ
る
報
告
に
よ
り
本
市
の

予
想
震
度
が
「
７
」
と
い
う
高

い
レ
ベ
ル
に
上
が
っ
た
た
め
、

大
谷
池
以
外
の
大
規
模
た
め
池

に
お
い
て
も
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
作
成
を
す
る
こ
と
と
し
た
。

大
谷
池
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

公
表
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ

け
早
く
自
治
会
、
土
地
改
良
区
、

消
防
団
な
ど
地
元
関
係
者
の
代

表
を
通
し
て
、
住
民
皆
さ
ん
の

不
安
や
憶
測
な
ど
を
少
し
で
も

な
く
す
よ
う
、
正
確
な
情
報
を

伝
え
た
い
と
考
え
て
い
る
。

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

石
山　

秀
和

住
宅
耐
震
診
断
及
び

　
　
　
　
耐
震
工
事
に
つ
い
て

質
問

答
弁

安
藤　

清
高

消
防
団
に
つ
い
て

質
問

質
問

井
上　

浩
司

合
併
処
理
浄
化
槽

　
　
　
　
設
置
補
助
に
つ
い
て

質
問

大
平　

直
昭

市
役
所
の
休
日
開
庁
に
つ
い
て

大
久
保
隆
敏

質
問

大
谷
池
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

公
表
に
つ
い
て
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６
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

議
会
だ
よ
り

　
　
　市
街
地
か
ら
大
野
原
町

へ
の
重
要
な
幹
線
道
路
で
あ
る

県
道
観
音
寺
佐
野
線
の
十
三
塚

か
ら
黒
渕
間
は
片
側
一
車
線
で

道
路
幅
員
も
狭
く
歩
道
も
整
備

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
通

勤
、
通
学
者
に
大
変
危
険
な
状

況
で
あ
る
。
一
日
も
早
い
道
路

拡
幅
お
よ
び
自
転
車
歩
行
者
道

の
整
備
を
強
く
要
望
し
て
き
た

が
、
現
在
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　
　県
道
観
音
寺
佐
野
線
は

本
市
と
徳
島
県
三
好
市
の
地
域

間
交
流
に
お
い
て
大
変
重
要
な

幹
線
道
路
で
あ
る
。
特
に
朝
夕

は
交
通
量
も
多
く
通
学
の
自
転

車
も
含
め
、
大
変
混
雑
し
て
い

る
。
こ
の
区
間
は
、
一
部
を
除

き
歩
道
が
未
整
備
の
た
め
、
通

勤
通
学
時
間
帯
で
は
、
自
転
車

で
の
生
徒
が
大
変
危
険
な
状
況

で
あ
り
、
近
隣
の
小
学
校
は
通

学
路
の
選
定
に
苦
慮
し
て
い
る
。

本
市
と
し
て
こ
れ
ま
で
県
に
歩

道
整
備
を
強
く
要
望
し
て
き
た

と
こ
ろ
、
平
成
２３
年
度
か
ら

「
交
通
安
全
施
設
整
備
事
業
」
と

し
て
着
手
。
平
成
２９
年
度
を
完

成
目
標
と
し
て
実
施
中
で
あ
る
。

大
賀　

正
三

市
内
に
お
け
る
県
要
望
道
路
事
業
等
の

　
　
　
　
　
　
　
進
捗
状
況
に
つ
い
て

質
問

　
　
　①
調
理
の
民
間
委
託
に

つ
い
て
、
保
護
者
の
意
見
は
、

「
説
明
会
（
一
月
実
施
）
へ
の

案
内
や
、
内
容
に
つ
い
て
メ
リ

ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
も
示
さ
れ

て
お
ら
ず
、
判
断
で
き
な
い
。」

と
の
声
。
市
と
し
て
、
丁
寧
な

対
応
が
必
要
で
は
。
②
大
規
模

災
害
時
の
炊
き
出
し
業
務
へ
の

対
応
や
、
ア
レ
ル
ギ
ー
食
の
対

応
は
委
託
後
も
引
き
継
ぐ
の
か
。

③
調
理
員
と
児
童
、
保
護
者
と

の
料
理
講
習
会
を
通
じ
て
の
交

流
は
委
託
後
も
継
続
と
な
る
の

か
。　

　
　①
保
護
者
等
へ
の
説
明

文
、
三
月
の
市
広
報
紙
な
ど
で
、

理
解
は
得
ら
れ
た
と
考
え
て
い

る
。
改
め
て
説
明
会
は
考
え
て

い
な
い
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
周
知
す
る
。
②
災
害
時
の
対

応
は
市
の
地
域
防
災
計
画
に
含

ま
れ
て
い
る
。
委
託
業
者
の
協

力
要
請
は
、
今
後
検
討
し
て
い

き
た
い
。
ア
レ
ル
ギ
ー
食
に
つ

い
て
は
責
任
者
を
配
置
し
、
引

き
続
き
対
応
す
る
。
③
食
育
の

取
り
組
み
と
理
解
し
て
お
り
、

料
理
講
習
会
な
ど
、
要
望
が
あ

れ
ば
引
き
続
き
実
施
で
き
る
よ

う
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　事
業
の
財
源
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
合
併
特
例
債
を

使
う
と
し
て
い
た
が
、
有
利
な

特
例
債
と
い
え
ど
も
、
今
後
の

地
方
債
の
適
正
な
借
り
入
れ
に

つ
い
て
は
十
分
考
慮
す
る
必
要

が
あ
り
、
長
期
的
な
財
政
負
担

の
バ
ラ
ン
ス
の
観
点
か
ら
、
観

音
寺
市
都
市
再
生
整
備
計
画
に

基
づ
く
、
社
会
資
本
整
備
総
合

交
付
金
制
度
を
活
用
し
、
一
般

財
源
の
支
出
お
よ
び
地
方
債
の

借
り
入
れ
を
抑
制
す
る
と
あ
る
。

特
例
債
と
併
用
し
て
補
助
金
が

使
え
る
の
か
。

　
　
　新
市
民
会
館
の
建
設
は
、

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事

業
に
お
け
る
都
市
再
生
整
備
計

画
で
行
う
。
事
業
費
は
、
国
の

交
付
金
交
付
要
綱
に
基
づ
く
限

度
額
の
８
億
４
千
万
円
の
国
庫

補
助
を
充
当
し
、
残
り
の
一
般

財
源
部
分
を
、
特
例
債
を
使
っ

て
事
業
実
施
す
る
。
駐
車
場
整

備
は
、
事
業
費
の
４
分
の
１
に

対
し
補
助
率
４０
％
、
そ
の
他
の

基
幹
事
業
は
、
補
助
率
４０
％
の

国
庫
補
助
金
を
充
当
し
て
実
施

す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
般
財
源

お
よ
び
特
例
債
を
抑
制
す
る
。

　
　
　市
内
の
公
園
に
は
多
数

の
遊
具
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

近
年
、
遊
具
か
ら
の
落
下
防
止

対
策
が
強
化
さ
れ
、
県
下
で
は

多
く
の
公
園
で
落
下
防
止
ネ
ッ

ト
の
設
置
や
落
下
時
の
衝
撃
吸

収
マ
ッ
ト
の
設
置
が
進
ん
で
い

る
が
、
本
市
の
整
備
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。
総
合
運

動
公
園
の
遊
具
は
、
ア
ス
レ
チ

ッ
ク
を
は
じ
め
鉄
製
の
遊
具
な

ど
全
て
が
老
朽
化
し
て
い
る
。

子
ど
も
達
が
安
心
し
て
遊
べ
る

新
基
準
の
安
全
性
に
優
れ
た
遊

具
の
整
備
設
置
を
行
っ
て
は
ど

う
か
。

　
　
　市
内
の
都
市
公
園
な
ど

に
お
い
て
遊
具
の
安
全
点
検
を

実
施
し
な
が
ら
維
持
管
理
に
努

め
て
い
る
が
、
必
ず
し
も
新
基

準
を
ク
リ
ア
で
き
て
い
る
訳
で

は
な
い
。
今
後
、
重
大
な
事
故

に
つ
な
が
る
恐
れ
の
あ
る
遊
具

な
ど
は
新
基
準
に
基
づ
い
た
対

応
を
考
え
て
い
く
。
総
合
運
動

公
園
に
つ
い
て
は
施
設
の
長
寿

命
化
計
画
を
策
定
し
、
既
存
施

設
の
充
実
を
図
り
安
全
、
安
心

な
利
用
し
や
す
い
遊
具
な
ど
の

整
備
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　観
音
寺
市
地
域
防
災
計

画
は
災
害
対
策
基
本
法
第
４２
条

の
規
定
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
て

い
る
。
同
法
第
５
条
市
町
村
の

責
務
に
つ
い
て
「
防
災
に
関
す

る
計
画
を
作
成
し
、
法
令
に
基

づ
き
こ
れ
を
実
施
す
る
責
務
を

有
す
る
」
と
あ
る
。
第
８
条
に

は
防
災
上
の
配
慮
に
つ
い
て

「
国
、
地
方
公
共
団
体
は
そ
の

施
策
が
直
接
的
、
間
接
的
な
も

の
で
あ
る
と
を
問
わ
ず
、
一
体

と
し
て
、
国
土
並
び
に
国
民
の

生
命
、
身
体
、
お
よ
び
財
産
の

災
害
を
な
く
す
る
こ
と
に
寄
与

す
る
こ
と
と
な
る
よ
う
に
意
を

用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

あ
る
。
現
在
、
本
市
の
ク
ラ
ボ

ウ
跡
地
は
地
域
防
災
計
画
で
は

地
震
、
津
波
に
よ
る
浸
水
予
想

地
で
あ
り
、
ま
た
、
液
状
化
危

険
度
の
高
い
地
域
に
接
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
防
災
上
の
問
題

点
を
解
消
せ
ず
、
教
育
施
設
を

建
設
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ

れ
は
災
害
対
策
基
本
法
の
精
神

に
抵
触
す
る
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
が
お
伺
い
す
る
。

　
　
　災
害
対
策
基
本
法
に
抵

触
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え

て
い
る
。

答
弁

友
枝　

俊
陽

公
園
整
備
と
安
全
対
策
に
つ
い
て

質
問

安
藤　

康
次

新
市
民
会
館
建
設
に
つ
い
て

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

篠
原　

重
寿

学
校
給
食
に
つ
い
て

質
問

高
橋　

照
雄

防
災
に
つ
い
て

質
問

答
弁
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6
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

　
　
　本
市
に
か
か
わ
る
市
章
、

名
称
、
役
職
名
お
よ
び
本
市
を

想
起
せ
し
め
る
名
称
…
ふ
る
さ

と
大
使
、
観
光
大
使
な
ど
の
使

用
状
況
に
つ
き
、
不
正
使
用
に

対
す
る
危
機
管
理
に
つ
い
て
質

問
す
る
。

　現
在
、
観
光
大
使
を
任
命
し

て
い
る
の
か
。
任
命
し
て
い
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
観
音
寺
市

観
光
大
使
と
称
す
る
名
刺
な
ど

の
流
布
が
あ
る
場
合
、
ど
の
よ

う
な
対
処
を
行
う
の
か
。
ま
た
、

そ
の
名
称
を
信
じ
た
第
３
者
が

存
在
す
る
場
合
、
ど
の
よ
う
な

結
果
責
任
が
生
じ
る
の
か
。
ま

た
、
本
市
に
か
か
わ
る
実
害
が

生
じ
た
場
合
の
対
処
は
い
か
が

お
考
え
で
す
か
。

　
　
　現
在
、
本
市
に
は
観
光

大
使
を
任
命
し
て
い
る
者
は
い

ま
せ
ん
。

　名
称
を
信
じ
た
第
３
者
が
い

た
場
合
、
現
状
に
て
の
対
応
は

で
き
ず
、
今
後
検
討
し
た
い
。

ま
た
、
本
市
に
か
か
る
実
害
が

生
じ
る
場
合
、
法
的
措
置
を
取

る
こ
と
と
な
る
。

議会の活性化および議員活動に活かすことを目的に、

下記の内容で先進地視察を実施しました。

平成２４年５月２１日（月）～２３日（水）

岐阜県　可
カ

児
ニ

市………文化創造センター「ａ
アーラ

ｌａ」

　大ホール（１０００席）などの設備面と７０％を

超える使用率向上を実現したノウハウを研修。

愛知県　北名古屋市…認知症予防事業

　思い出ふれあい回想法事業について研修

　高齢者を対象に、昔懐かしい生活スタイル

を体験し、語り合う事で気持ち（心）を元気

にし、医療費削減効果が表れている。

東京都　品川区………すまいるスクール

　全学年児童を対象とした放課後事業を通じ

て、学年を超えた縦割りの交流、地域のボラ

ンティアとの交流が体感できる。

東京都　足立区………おいしい給食推進事業

　区内１０８校において、それぞれの学校で栄養士を配置し、冷凍食品では

なく手づくりを基本に調理を実施。結果として、残菜率も大幅に減少。

委員長　安藤康次、副委員長　篠原重寿

委　員　大賀正三、大久保隆敏

　　　　原　俊博、大矢一夫

　　　　井上浩司、大平直昭

日　　時

場所・事項

参  加  者

　
　
　日
本
語
と
は
日
本
そ
の

も
の
で
、
国
語
を
教
え
る
こ
と

と
日
本
人
を
育
て
る
と
い
う
こ

と
は
同
意
で
あ
り
、
現
代
の
人

心
の
荒
廃
や
経
済
の
衰
退
の
原

因
は
、
国
語
力
の
低
下
と
大
和

言
葉
の
衰
退
に
あ
る
と
考
え
る
。

他
人
の
痛
み
を
自
分
の
痛
み
と

し
て
感
じ
る
心
、
美
的
感
受
性
、

物
の
哀
れ
、
家
族
愛
、
郷
土
愛

な
ど
、
情
緒
を
感
じ
る
本
来
の

日
本
人
の
心
を
育
て
る
意
味
で

も
、
そ
う
い
っ
た
気
概
を
持
っ

て
国
語
教
育
に
あ
た
っ
て
ほ
し

い
と
思
う
が
、
当
局
の
姿
勢
を

伺
う
。

　
　
　言
葉
の
教
育
は
心
の
教

育
で
も
あ
る
。
国
語
力
の
向
上
、

中
で
も
言
葉
の
教
育
の
更
な
る

推
進
に
向
け
て
、
研
修
機
会
な

ど
を
利
用
し
て
指
導
内
容
や
方

法
を
伝
え
、
各
校
で
の
指
導
の

充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
、

議
員
ご
提
案
の
大
和
言
葉
や
そ

の
世
界
の
一
端
に
児
童
生
徒
が

触
れ
る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

答
弁

答
弁

伊
丹　

準
二

危
機
管
理
に
つ
い
て

質
問

五
味　

伸
亮

国
語
力
の
強
化
と
心
の
育
成

に
つ
い
て

質
問

文教民生委員会の行政視察の報告

▲可児市文化創造センター「ａｌａ」

▲北名古屋市認知症予防（回想法）
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６
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

議
会
だ
よ
り

審 議 し た 議 案 等 と そ の 結 果
●第２回（６月）定例会

議会からのお知らせ
●次回の定例会は９月の予定です。本会議はだ

　れでも傍聴できます。

●本会議の録画映像をインターネット配信して

　います。いつでもご覧いただけますので、ご

　利用ください。

　http://www.city.kanonji.kagawa.jp/

　　

広 聴 広 報 委 員 会
皆さんのご意見・ご感想をお聞かせください。

◆委 員 長　篠 原 重 寿 　　　◆副委員長　石 山 秀 和

◆委　　員　西 山 正 勝 　　　◆委　　員　安 藤 清 高

◆　　〃　　　井 上 浩 司 　　　◆　　〃　　　大 平 直 昭

◆　　〃　　　安 藤 康 次 　　　◆　　〃　　　五 味 伸 亮

〒768-8601　観音寺市坂本町一丁目１番 1 号　
　　　　　　☎ 23－3913　FAX23－3914
　　　　　　Ｅメール gikai@city.kanonji.lg.jp

議会報告会のお礼

　市民のみなさまに、議会での審議内容や活動をより多くの方に知っていただくために、

５月１５日（火）～１８日（金）の４日間、豊田公民館・大野原中央公民館・豊浜中央公民館・市

民会館中ホールで、議会報告会を開催いたしました。

　また、市民のみなさまには大変お疲れのところご来場いただき、ありがとうございまし

た。４日間で２００人以上の多数の来場者があり、議員定数や災害についてなど、活発に意

見交換が行われました。

　また、会場でアンケート調査を実施いたしましたところ１５０件の提出があり、その中で

は報告会に対する意見や要望、さらに議会活動に対する批判や激励をいただきました。

　市議会では、これらの意見や要望などを真摯に受け止め、今後の議会活動や議会報告会

に活かしてまいりたいと思いますので、今後ともよろしくお願い申しあげます。

　議会報告会の録画映像を市のホームページに掲載していますので、是非ご覧ください。

　アンケートも掲載する予定です。

議　　　　　案　　　　　名 審議結果
※市長提出議案
専決処分の承認について（観音寺市税条例の一部を改正する条例） 承　　認

専決処分の承認について（観音寺市都市計画税条例の一部を改正する条例） 〃

専決処分の承認について（観音寺市国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 〃

専決処分の承認について（観音寺市消防委員会条例の一部を改正する条例） 〃

観音寺市組織条例の一部改正について 原案可決

観音寺市附属機関設置条例の一部改正について 〃

観音寺市印鑑条例の一部改正について 〃

観音寺市航路事業職員の給与及び勤務時間に関する条例の一部改正について 〃

観音寺市手数料条例の一部改正について 〃

観音寺市健康増進計画策定委員会設置条例の制定について 〃

観音寺市下水道条例の一部改正について 〃

人権擁護委員の候補者の推薦について 同　　意

平成２４年度観音寺市一般会計補正予算（第１号） 原案可決

平成２４年度観音寺市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 〃

※陳情
消費税によらない最低保障年金制度の創設にかかる意見書採択を求める陳情 継続審査
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　幼稚園や小学校の子どもたちにと、ことしも豊浜棉
の郷推進協会から棉の苗５００本が届けられました。７
月には薄黄色の花が咲き始め、実が開いてコットンボ
ールになるのは秋祭りのころ。高室幼稚園では園児ら
が、さっそく苗を植えました。やわらかな緑の葉は、
これからどんどん成長し収穫までのさまざまな変化の
様子を子どもたちに見せてくれそうです。

　市立総合体育館で障害者スポーツ大会があり、チー
ム対抗やレクリエーション競技など９種目を楽しみま
した。コーンめがけてリングを投げ、入ったリングの
数で得点を競うスカイクロスでは、真剣な表情で「そ
れ！」と投げ、歓声が起こっていました。

　市内のスポーツ少年団が、社会奉仕活動として海岸
清掃を行いました。有明浜と花稲漁港、一の宮海岸の
３カ所に分かれて、みんなでごみ拾い。約１時間の作
業できれいな海岸が戻り、また安心して元気いっぱい
遊ぶことができそうです。

棉
わた

の苗、大きくなあれ

みんなと楽しんだスポーツ

ぼくたちわたしたちの手できれいに

15
6

17
6

1
7

　アジサイで有名な粟井神社で、第２６回あじさい祭り
があり、市内外から大勢の人が訪れました。訪れた人
たちは、アジサイに見入ったりカメラに収めたり。子
ども和太鼓や保育所園児の踊り、小学生の鼓笛パレー
ド、はら踊りなど盛りだくさんの催しもありました。
約３，０００株のアジサイは、地元の人たちが手入れをし
て大切に育てています。

　親子で触れ合い、さまざまなスポーツに親しんでも
らおうと開催されているファミリースポーツ教室。参
加者はニュースポーツの「キンボール」に挑戦し、「が
むしゃらに走った」と笑顔をのぞかせていました。キ
ンボールは、
他のチームを
指名して大き
なボールを打
ち、指名され
たチームが落
とすと失点。
チーム内の４
人の協力が大
切で、協調性
が養われます。

　有明浜海水浴場の海開きがあり、観音寺南小学校の
２年生６６人が初泳ぎを楽しみました。海に入る前に注
意事項を聞き、水着に着替え体育リーダーが「１、２、
３、４」と号令をかけて入念に準備体操。その後一斉
に猛ダッシュして海の中へ。子どもたちは、元気に泳
いだり砂遊びをしたりして、ことし初めての海の感触
を楽しんでいました。

盛大に開催あじさい祭り

大きなボールをうまく扱って

有明浜で初泳ぎに大きい歓声

17
6

1
7

4
7



15

満１歳の子どもを募集
　８月１日から８月３１日まで１１月生ま
れの子どもを募集します。ただし、応
募多数の場合は先着順になります。

平成２３年８月生まれ

松 浦 凛
りん

奈
な

ちゃん

父  拓也さん　　母  季実子さん
（村黒町）

 

 

青 木 瞳
とう

子
こ

ちゃん

父  克文さん　　母  瑛子さん
（柞田町）

高 橋 陽
ひま

莉
り

ちゃん

父  勇希さん　　母  祐紀さん
（大野原町大野原）

 
 

松 本 結
ゆう

海
み

ちゃん

父  将和さん　　母  麻衣子さん
（伊吹町）

白 川 　 隼
しゅん

ちゃん

父  和幸さん　　母  由美子さん
（出作町）

夏を元気に過ごしましょう
　暑い日が続くと食欲が衰え、主食だけですましてしま
いがちですが、暑い夏だからこそたんぱく質源になる肉
・魚・卵・大豆製品や野菜を多く取りましょう。また、
食欲が増すようにちょっとした工夫をしましょう。
①ショウガやシソなどの香味野菜を刻んだものを少量加

えてアクセントをつける。
②焼き魚や揚げ物にレモンのしぼり汁を加える。
③カレー粉やガーリックなどの香辛料を利用する。
　給食でも人気のビビンバは、豆板醤の辛さやネギの風
味が食欲をそそり、不足しがちな野菜もたっぷりとれて
一石二鳥です。

ビビンバ
　　　（４人分）

ごはん…適量、牛肉…２００ｇ、ニンニク…１かけ、ごま

油…小さじ２、ネギ…２本、ごま…大さじ１強、調味料

Ａ（砂糖…大さじ２、しょうゆ…大さじ１１／２、酒…

大さじ２、豆板醤…小さじ１／３）、モヤシ…２００ｇ、ニ

ラまたは小松菜…１５０ｇ、ニンジン…５０ｇ、調味料Ｂ（し

ょうゆ…大さじ１、砂糖…小さじ１／２、豆板醤…小さ

じ１／６、ごま油…小さじ２／３）

材　料

❶ニンニクはみじん切り、ネギは小口切り、

肉は小切りにする。

❷フライパンにごま油を熱し、ニンニクをい

ためて香りをつけ、肉を入れていためる。

肉の色が変わったら調味料Ａを加えて味つ

けし、ネギとごまを加えて仕上げる。

❸モヤシとニラは適当な長さに切り、ニンジ

ンは千切りにする。たっぷりのお湯を沸か

し、切った野菜を入れてゆで、流水で手早

く冷やす。ゆでた野菜をかたくしぼって調

味料Ｂであえる。

❹ごはんに②と③をかけ、具を混ぜながら食

べる。

作り方

食育コーナー 学校給食課　☎５７－６６６０

献立

★ビビンバ

★ニラ玉スープ

★きなこ豆

★牛乳

（豊浜小学校の献立より）
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一
般
事
務
（
上
級
）
＝
４
人

土
木
＝
２
人

保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
＝
１１
人

　（
経
験
者
採
用
若
干
名
を
含
む
）

一
般
事
務
（
初
級
）
＝
２
人

一
般
事
務
（
伊
吹
支
所
勤
務
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　＝
１
人

　
　
　
　９
月
１６
日
（
日
）

８
月
１
日
（
水
）
～
１０
日
（
金
）

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

（
８
月
１０
日
当
日
消
印
有
効
）

試
験
案
内
と
試
験
申
込
書
は
、

総
合
案
内
所
（
本
庁
１
階
）
と

秘
書
課
（
本
庁
３
階
）
、
各
支

所
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

り
ま
す
。

電
話
や
電
子
メ
ー
ル
で
の
請

求
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

秘
書
課
人
事
係

　
　
　
　☎

２３

−
３
９
１
５

　市
庁
舎
等
の
建
て
替
え
に
伴

い
、
観
音
寺
市
民
会
館
を
閉
館

し
ま
す
。
市
民
会
館
が
利
用
で

き
る
の
は
、
下
記
の
日
ま
で
に

な
り
ま
す
。
ご
不
便
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

大
ホ
ー
ル

　平
成
２４
年
１２
月
２８
日
（
金
）
ま
で

中
ホ
ー
ル
・
会
議
室

　平
成
２５
年
３
月
２１
日
（
木
）
ま
で

　市
民
会
館
☎
２３

−

３
９
３
９

　市
で
は
、
交
流
人
口
と
定
住

人
口
を
増
加
さ
せ
る
た
め
、
空

き
家
を
有
効
活
用
し
て
移
住
者

を
受
け
入
れ
る
「
空
き
家
バ
ン

ク
」
制
度
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
地
域
を
変
え
る
新
し
い
力

と
し
て
大
都
市
圏
等
か
ら
の
移

住
を
促
進
し
、
こ
れ
ま
で
４
世

帯
８
人
が
移
住
し
て
い
ま
す
。

　さ
ら
に
多
く
の
移
住
者
を
受

け
入
れ
、
地
域
の
活
性
化
を
図

る
た
め
、
賃
貸
・
売
買
が
可
能

な
空
き
家
を
所
有
し
て
い
る
人

は
、
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
を

お
願
い
し
ま
す
。

　ま
た
、
空
き
家
の
管
理
不
足

に
よ
る
事
故
や
景
観
等
の
悪
化

が
全
国
的
に
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
空
き
家
の
所
有
者
は
、

適
切
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　企
画
課

　☎
２３

−

３
９
１
７

　少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　☎

２５

−

４
２
５
１

「
大
人
た
ち
へ
～m

essa
g
e

～
」

観
音
寺
第
一
高
等
学
校

　
　
　
　
　
　岡
田
倫
代
先
生

（
観
音
寺
南
小
学
校
・
古
子
貴

将
先
生
と
の
対
談
よ
り
）

　家
庭
や
学
校
、
地
域
で
子
ど

も
と
か
か
わ
っ
て
い
る
人
、
青

少
年
の
健
全
育
成
に
関
心
が
あ

る
人
な
ど
、
多
く
の
人
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

８
月
３
日
（
金
）

午
後
３
時
～
午
後
４
時
３０
分

市
民
会
館
中
ホ
ー
ル

青
少
年
育
成
観
音
寺
市
民
会
議

　下
水
道
排
水
設
備
工
事
の
設

計
・
施
工
な
ど
に
あ
た
る
責
任

技
術
者
認
定
試
験
を
し
ま
す
。

　指
定
工
事
店
登
録
に
は
、
こ

の
資
格
が
必
要
で
す
。

１０
月
１２
日
（
金
）

午
後
２
時
～
午
後
４
時

高
松
商
工
会
議
所
大
ホ
ー
ル

８
月
１
日
（
水
）
～
３１
日
（
金
） 

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

下
水
道
課
☎
２５

−

６
８
９
０

市
職
員
を
募
集

市
民
会
館
を
閉
館
し
ま
す

空
き
家
バ
ン
ク
に

　
登
録
し
ま
せ
ん
か
？

青
少
年
健
全
育
成
講
演
会

住宅の耐震診断・耐震改修工事の補助制度の説明会

第
一
次
試
験

問い合わせ先　建築課　☎２３－３９４２
　市では、住宅の耐震診断・耐震改修工事を

する人に補助をしています。

など、補助制度についての説明会をします。

時間は１時間程度を予定しています。

○耐震診断・耐震改修工事は？

○誰に依頼し、どんなことをするの？

○費用は？

○手続きの方法は？

○リフォームなどを兼ねて耐震診断を

しようと思うんだけど…

日　　　時 場　　所

９
月

１１日（火）　１９：００～ 西公民館

１４日（金）　１９：００～ 南公民館

２１日（金）　１３：３０～ 伊吹公民館

２７日（木）　１３：３０～ 高室公民館

２７日（木）　１９：００～ 東公民館

２８日（金）　１９：００～ 豊田公民館

１０
月

　２日（火）　１９：００～ 一ノ谷公民館

　９日（火）　１９：００～ 大野原中央公民館

１６日（火）　１９：００～ 常磐公民館

２３日（火）　１９：００～ 柞田公民館

２６日（金）　１９：００～ 豊浜公会堂

３０日（火）　１９：００～ 木之郷公民館

１１
月

　２日（金）　１３：３０～ 粟井公民館

　６日（火）　１９：００～ 中姫ふれあい会館

　９日（金）　１９：００～ 五郷活性化センター

１３日（火）　１９：００～ 紀伊公民館

１６日（金）　１９：００～ 萩のふるさと会館

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任

技
術
者
資
格
認
定
共
通
試
験
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図
書
館
の
児
童
図
書
充
実

　
　
　
　
　
　
　
　へ
の
寄
附

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
観
音
寺

　子
育
て
支
援
課
児
童
福
祉
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
２

　児
童
手
当
の
現
況
届
は
、
６

月
末
が
提
出
期
限
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
未
提
出
の
場
合
は
、

６
月
分
以
降
の
児
童
手
当
を
受

給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
至
急
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　現
況
届
の
手
続
き
が
必
要
な

人
に
は
、
６
月
上
旬
に
案
内
を

郵
送
し
て
い
ま
す
。

受
給
者
本
人
の
健
康
保
険
証

の
写
し
、
印
鑑

　子
育
て
支
援
課
児
童
福
祉
係

　
　
　
　
　☎

２３
−

３
９
６
２

　対
象
者
は
、
支
給
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
毎
年
１
回
８
月
に
、

現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

受
給
者
に
は
、
日
程
な
ど
の
お

知
ら
せ
通
知
を
８
月
初
旬
ま
で

に
送
付
し
ま
す
。

　届
け
出
が
な
い
場
合
は
、
８

月
以
降
の
手
当
を
受
給
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
受
給
資
格

の
継
続
に
必
要
な
手
続
き
の
た

め
、
必
ず
受
給
者
本
人
が
窓
口

に
来
て
く
だ
さ
い
。

児
童
扶
養
手
当

　ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
生
活

の
安
定
と
自
立
を
促
す
た
め
の

制
度

特
別
児
童
扶
養
手
当

　身
体
や
精
神
に
一
定
以
上
の

障
が
い
が
あ
る
子
ど
も
を
家
庭

で
み
て
い
る
場
合
に
受
給
で
き

る
制
度

○

１２
月
１１
日
（
８
～
１１
月
分
）

　（
特
別
児
童
扶
養
手
当
は
１１

月
９
日
に
支
給
）

○

平
成
２５
年
４
月
１１
日

　
　
　
　
　（

１２
～
３
月
分
）

○

平
成
２５
年
８
月
９
日

　
　
　
　
　（
４
～
７
月
分
）

　国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期

高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
が
、

交
通
事
故
な
ど
第
三
者
の
不
法

行
為
に
よ
っ
て
け
が
や
病
気
を

し
た
場
合
に
、
被
保
険
者
の
届

け
出
に
よ
り
、
国
民
健
康
保
険

ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

で
保
険
診
療
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
届
け
出
後
、
各
医

療
保
険
が
一
時
的
に
医
療
費
を

立
て
替
え
、
後
で
加
害
者
に
請

求
し
ま
す
。

　事
故
に
遭
っ
た
と
き
は
、
必

ず
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
届
け
出
（
傷
病
届
等
関
係

書
類
の
提
出
）
は
法
律
で
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
加
害
者
か
ら
治
療

費
を
受
け
取
っ
た
り
示
談
を

済
ま
せ
た
り
す
る
と
、
立
て

替
え
た
医
療
費
を
加
害
者
に

請
求
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

届
け
出
に
必
要
な
も
の

　被
保
険
者
証
、
印
鑑
、
交
通

事
故
証
明
書
の
写
し
な
ど
（
詳

し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
）

健
康
増
進
課
、
各
支
所

健
康
増
進
課
（
国
保
・
後
期
）

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
７

香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
事
務
局
（
後
期
）

☎
０
８
７

−

８
１
１

−

１
８
６
６

児
童
手
当
の
現
況
届
は

　
　
済
み
ま
し
た
か
？

８
月
は
現
況
届
の
月

児
童
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

交
通
事
故
に
遭
っ
た
と
き

　
国
民
健
康
保
険

　
後
期
高
齢
者
医
療

教育支援教室

♪こんなことをしています♪

支
給
日

　教育支援教室は、不登校傾向の小・中学生が学

校復帰を目指して通う教室です。子どもたちはゆ

ったりとした環境の中でのびのびと活動し、不安

定な状態から、元気になって学校に復帰している

子どももたくさんいます。見学や体験入級もでき

ます。気軽に相談してください。

・自主活動（学習、読書、ゲーム、散策など）
・軽スポーツ
・体験活動（遠足、調理、菜園作り、制作活動など）
・専門の先生のカウンセリング（保護者も可）

場所・問い合わせ先
教育センター（旧五郷小学校）
大野原町井関
☎５４－２８０３

○費用はかかりませんが、弁当が必要

○バス（無料）での通級も可能

あ
り
が
と
う

　
　
ご
ざ
い
ま
し
た
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　原
爆
死
没
者
な
ど
、
大
戦
に

お
い
て
亡
く
な
ら
れ
た
人
々
を

追
悼
し
、
平
和
を
祈
念
す
る
た

め
黙
と
う
を
さ
さ
げ
ま
し
ょ
う
。

●

原
爆
が
投
下
さ
れ
た
日

広
島８

月
６
日
（
月
）

午
前
８
時
１５
分
か
ら
１
分
間

長
崎８

月
９
日
（
木
）

午
前
１１
時
２
分
か
ら
１
分
間

●

戦
没
者
を
追
悼
し
、

　
　
　
　平
和
を
祈
念
す
る
日

８
月
１５
日
（
水
）

正
午
か
ら
１
分
間

●

原
爆
被
爆
パ
ネ
ル
展
・

　
　高
校
生
平
和
ポ
ス
タ
ー
展

　ビ
デ
オ
上
映
も
予
定
し
て
い

ま
す
。

８
月
１４
日
（
火
）
午
後
１
時
～

　
　
　２１
日
（
火
）
午
前
１１
時

（
図
書
館
の
開
館
時
間
中
）

中
央
図
書
館
２
階
多
目
的
ホ

ー
ル

危
機
管
理
課

　
　
　
　☎

２３
−

３
９
４
０

　観
音
寺
市
中
央
公
民
館

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
４

●

作
品
展

８
月
３
日
（
金
）
～
５
日
（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
５
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

観
音
寺
市
中
央
公
民
館
、
共

同
福
祉
施
設
、
働
く
婦
人
の

家
、
中
央
図
書
館
多
目
的
ホ

ー
ル

陶
芸
、
皮
革
工
芸
、
ち
ぎ
り

絵
、
押
し
花
、
ト
ー
ル
ペ
イ

ン
テ
ィ
ン
グ
、
油
絵
、
か
な

書
道
、
て
ん
刻
、
ア
ー
ト
フ

ラ
ワ
ー
、
初
心
者
書
道

●

合
同
芸
能
発
表
会

８
月
５
日
（
日
）

午
後
１
時
～
午
後
４
時

共
同
福
祉
施
設
軽
運
動
室

く
ら
し
の
作
法
、
ジ
ャ
ズ
ダ

ン
ス
、
い
き
い
き
コ
ー
ラ
ス

教
室
、
マ
ジ
ッ
ク
教
室
、
ピ

ア
ノ
教
室
、
中
国
伝
統
呉
式

太
極
拳
、
民
謡

　建
設
課

　☎
２３

−

３
９
３
５

　樹
木
な
ど
が
大
き
く
成
長
す

る
季
節
に
な
り
、
家
庭
の
庭
木

や
生
け
垣
な
ど
が
伸
び
て
、
敷

地
か
ら
出
て
い
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
道
路
上
に
枝
葉
な
ど
が

出
て
い
る
と
、
通
行
の
妨
げ
に

な
る
だ
け
で
な
く
、
道
路
標
識

な
ど
の
確
認
が
で
き
ず
に
事
故

に
つ
な
が
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

　庭
木
や
生
け
垣
な
ど
の
管
理

者
は
、
草
刈
り
や
せ
ん
定
な
ど

を
定
期
的
に
行
い
、
道
路
が
安

全
に
通
行
で
き
る
よ
う
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　子
ど
も
た
ち
の
俳
句
を
、
絵

手
紙
風
に
し
て
く
れ
る
人
を
募

集
し
ま
す
。

　水
彩
画

８
月
３１
日
（
金
）
ま
で

俳
句
と
色
紙
は
９
月
下
旬
に

渡
し
ま
す
。

１１
月
２２
日
（
木
）
ま
で

　生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
３

　市
で
は
、
生
ご
み
の
減
量
化

と
リ
サ
イ
ク
ル
の
た
め
、
Ｅ
Ｍ

ぼ
か
し
を
使
っ
て
生
ご
み
を
堆

肥
に
す
る
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、

平
成
２０
年
度
か
ら
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し

を
無
料
配
布
し
て
い
ま
す
。

　こ
の
モ
デ
ル
事
業
を
き
っ
か

け
に
、
平
成
２０
年
に
発
足
し
た

高
室
Ｅ
Ｍ
会
を
紹
介
し
ま
す
。

　カ
ラ
ス
が
集
積
場
を
荒
ら
す

の
を
見
て
、
自
分
た
ち
で
生
ご

み
を
減
ら
し
き
れ
い
な
生
活
環

境
に
し
よ
う
と
、
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し

作
り
を
始
め
ま
し
た
。
Ｅ
Ｍ
ぼ

か
し
と
生
ご
み
を
混
ぜ
て
堆
肥

に
し
、
で
き
た
堆
肥
で
野
菜
や

花
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　現
在
、
会
員
は
６０
人
で
、
高

室
地
区
以
外
か
ら
の
参
加
者
も

い
ま
す
。
毎
月
１
回
、
米
ぬ
か

と
お
が
く
ず
、
糖
蜜
、
Ｅ
Ｍ
菌

を
混
ぜ
合
わ
せ
て
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し

を
作
り
、
会
員
や
１
人
暮
ら
し

の
お
年
寄
り
に
配
布
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
会
員
の
家

庭
か
ら
出
る
生
ご
み
は
ゼ
ロ
に

な
り
ま
し
た
。

●

募
集
し
ま
す

　Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
作
り
に
取
り
組
ん

で
も
ら
え
る
グ
ル
ー
プ
や
個
人

毎
月
１
回

生
活
環
境
課

機
械
や
道
具
、
Ｅ
Ｍ
菌
な
ど

の
材
料
は
準
備
し
ま
す
。

●

Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
を
無
料
で

　
　
　
　お
分
け
し
て
い
ま
す

毎
月
１５
日
～
２５
日
の
間

生
活
環
境
課

１
世
帯
２
㎏

申
し
込
み
が
必
要

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　生
活
環
境
課
廃
棄
物
対
策
室

　
　
　
　
　☎

２５

−

２
６
９
８

平
和
祈
念
の
黙
と
う
を

さ
さ
げ
ま
し
ょ
う

市
民
講
座
作
品
展
・

　
　
合
同
芸
能
発
表
会

庭
木
や
生
け
垣
の
管
理

子
ど
も
た
ち
の
俳
句
を

絵
手
紙
に
し
て
み
ま
せ
ん
か

規
定

作
品
提
出
期
限

生ごみで堆肥を作り
　　野菜や花の栽培

こんな取り組み
　あんな取り組み

ごみ減量化シリーズ①
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種　類 平成２３年 平成２４年 増　減

可燃ごみ 1,006.21 925.49 △ 80.72

新　　聞 22.60 21.41 △ 1.19

雑誌・ざつ紙 29.34 23.17 △ 6.17

段ボール 17.81 14.35 △ 3.46

（単位：トン）ごみの収集状況（６月）

　市
で
は
「
第
５
期
介
護
保
険

事
業
計
画
」
に
基
づ
き
、
地
域

密
着
型
サ
ー
ビ
ス
等
の
基
盤
整

備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
質
の

高
い
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
と
と
も

に
、
事
業
計
画
と
の
調
整
を
図

る
た
め
、
指
定
申
請
に
先
立
っ

て
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
指
定

予
定
事
業
者
等
を
公
正
か
つ
円

滑
に
決
定
す
る
た
め
に
、
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
を
公
募
し
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
種
類
・
日
常
生
活

圏
域
・
募
集
数

①
（
介
護
予
防
）
小
規
模
多
機

能
型
居
宅
介
護

　市
内
全
域

　１
カ
所
（
定
員
２５
人
）

②
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉

施
設
入
所
者
生
活
介
護

　市
内
全
域

　１
カ
所
（
定
員
２９
人
）

③
（
介
護
予
防
）
特
定
施
設
入

居
者
生
活
介
護

　市
内
全
域

　１
カ
所
（
定
員
３０
人
）

③
（
介
護
予
防
）
特
定
施
設

入
居
者
生
活
介
護
事
業
所
の

指
定
は
県
が
行
い
ま
す
。
今

回
の
公
募
は
「
第
５
期
介
護

保
険
事
業
計
画
」
へ
の
適
合

性
等
の
観
点
か
ら
、
提
案
内

容
を
審
査
し
、
市
の
事
前
相

談
を
終
了
し
た
も
の
と
し
て
、

県
へ
意
見
書
・
同
意
書
を
提

出
す
る
事
業
者
を
選
定
す
る

も
の
で
す
。

８
月
１
日
（
水
）
～

　
　
　
　
　１１
月
３０
日
（
金
）

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
「
平
成
２４
年
度
地
域
密

着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
及
び

香
川
県
指
定
介
護
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
公
募
要
領
」
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

社
会
福
祉
課
介
護
保
険
係

　
　
　
　☎

２３
−

３
９
６
８

　面
談
や
電
話
で
相
談
が
で
き

ま
す
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
、

費
用
は
無
料
で
す
。

●

家
庭
児
童
相
談

子
育
て
の
不
安
や
子
ど
も
が

学
校
へ
行
き
た
が
ら
な
い
、

こ
と
ば
や
発
達
の
遅
れ
、
非

行
、
児
童
虐
待
な
ど
、
子
ど

も
や
家
庭
に
関
す
る
相
談

●

女
性
相
談

夫
の
暴
力
や
離
婚
、
浮
気
な

ど
の
家
庭
の
問
題
、
売
春
の

問
題
な
ど
、
女
性
の
悩
み
に

関
す
る
相
談

●

母
子
自
立
支
援

母
子
家
庭
や
寡
婦
が
抱
え
て

い
る
問
題
の
相
談
、
自
立
の

た
め
の
就
業
相
談

家
庭
児
童
・
女
性
相
談
＝
午

前
８
時
３０
分
～
午
後
４
時

母
子
自
立
相
談
＝
午
前
８
時

３０
分
～
正
午

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末

年
始
を
除
く
毎
日
）

家
庭
児
童
相
談
室
、
母
子
相

談
室
（
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
５
７

子
育
て
支
援
課
児
童
福
祉
係

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
２

　こ
れ
ま
で
、
下
水
道
事
業
認

可
地
域
内
の
浄
化
槽
設
置
は
補

助
の
対
象
外
で
し
た
が
、
平
成

２４
年
４
月
１
日
か
ら
、
下
水
道

整
備
が
当
分
の
間
見
込
ま
れ
な

い
地
域
は
、
補
助
の
対
象
に
な

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

生
活
環
境
課
（
申
請
受
付
等
）

　
　
　
　☎

２５

−

２
６
９
８

下
水
道
課
（
補
助
対
象
地
域
等
）

　
　
　
　☎

２５

−

６
８
９
０

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
・
香
川
県
指
定
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
公
募

子
育
て
や
女
性
の
相
談
窓
口

浄
化
槽
設
置
補
助
金

エコキャップ運動

伊吹島で活動する
　アーティストが決定

専
用
電
話

公
募
期
間

　ペットボトルのキャップを回収して、
開発途上国にワクチンを贈る運動です。
各公民館に回収ボックスを設置し、たく
さんのキャップが集まっています。引き
続きご協力をお願いします。（小・中学生
がいる場合は学校でも回収しています）

ワクチン　２０１人分
ＣＯ２削減量　１，２６７ｋｇ

（キャップを焼却処分した場合との比較）

集まったエコキャップ（６月分）
４０２ｋｇ（１６０，８８０個）

このように役立ちます

ＳＥＴＯＵＣＨＩ ＴＲＩＥＮＮＡＬＥ ２０１３
芸術祭通信　ｖｏｌ．３

商工観光課　☎２３－３９３３

　６月２４日（日）、瀬戸内国際芸
術祭２０１３の企画発表会があり、
芸術祭の公式ポスターや現時点
での企画概要などが発表されま
した。
　また、伊吹島で活動するアー
ティストは、前回小豆島で「宝
船」という作品を手がけた千葉
美術予備校学校長の豊福亮（と
よふくりょう）さんに決まりま
した。その他のアーティストは
今後決定する予定です。

▲芸術祭公式ポスター

島々の名前が入った旗が、

潮風をはらんでひるがえる

写真が使用されています。

伊吹島での芸術祭開催期間
平成２５年７月２０日（土） 
　　　　　～９月１日（日）
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平
成
２４
年
４
月
２０
日
現
在
、

市
内
に
住
所
を
有
し
、
左
表

に
該
当
す
る
人

ク
ー
ポ
ン
券
は
、
市
が
実
施

す
る
検
診
に
限
り
利
用
で
き

ま
す
。
申
し
込
み
が
ま
だ
の

人
で
検
診
を
希
望
す
る
場
合

は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
４

８
月
２１
日
（
火
）

午
前
９
時
３０
分
～
午
前
１１
時

３０
分
、
午
後
零
時
３０
分
～
午

後
４
時

市
役
所
ロ
ビ
ー

観
音
寺
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

４
０
０
㍉
㍑
献
血
の
お
願
い

　安
全
な
輸
血
を
行
う
た
め
、

４
０
０
㍉
㍑
献
血
に
協
力
し
て

く
だ
さ
い
。

腎
臓
病
教
室

腎
臓
病
と
サ
プ
リ
メ
ン
ト
／
社

会
福
祉
制
度
／
腎
不
全
の
治
療
法

　８
月
１６
日
（
木
）

　午
後
３
時
３０
分
～
午
後
５
時

男
性
の
調
理
実
習

麺
料
理
で
野
菜
を
た
く
さ
ん
食

べ
よ
う

８
月
１
日
（
水
）

午
前
１０
時
～
午
後
零
時
３０
分

実
費
６
０
０
円

各
教
室
と
も
予
約
が
必
要

　三
豊
総
合
病
院
企
業
団
健

康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　☎

５２

−

２
７
２
６

20

　子
宮
頸
が
ん
検
診
は
、
が
ん

検
診
の
中
で
唯
一
２０
歳
か
ら
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　近
年
、

２０
歳
か
ら
３０
歳
代
の
若
い
世
代

に
子
宮
頸
が
ん
が
急
増
し
て
い

ま
す
。
検
診
で
は
、
が
ん
だ
け

で
な
く
、
が
ん
に
な
る
前
段
階

の
細
胞
の
異
常
も
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
が
ん
の
原
因

と
な
る
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止

が
期
待
で
き
る
予
防
接
種
も
あ

り
ま
す
が
、
す
べ
て
の
感
染
を

防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　ぜ
ひ
、
２
年
に
一
度
定
期
的

に
検
診
を
受
け
、
自
分
の
か
ら

だ
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

９
月
３０
日
ま
で

指
定
４
医
療
機
関

平
成
２４
年
度
に
満
２０
歳
以
上

で
、
平
成
２３
年
度
に
子
宮
頸

が
ん
検
診
を
受
け
て
い
な
い
人

６９
歳
以
下
＝
２
、
１
０
０
円

７０
歳
以
上
＝
５
０
０
円

申
し
込
み
が
ま
だ
の
人
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

集
団
検
診
は
、
１１
月
に
保
健

セ
ン
タ
ー
で
実
施
予
定
で
す
。

　保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
４

　市
で
は
、
特
定
の
年
齢
に
達

し
た
人
に
子
宮
頸け
い

が
ん
検
診
・

乳
が
ん
検
診
・
大
腸
が
ん
検
診

の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
と
検
診
手

帳
等
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　が
ん
の
早
期
発
見
と
正
し
い

健
康
意
識
の
普
及
の
た
め
、
ぜ

ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　若
い
世
代
に
も
多
く
な
っ
て

い
る
歯
周
病
は
、
自
覚
が
な
く

進
行
し
て
、
歯
を
失
う
原
因
に

な
り
ま
す
。
健
康
で
楽
し
い
生

活
を
送
る
た
め
に
は
、
健
康
な

歯
を
維
持
す
る
こ
と
も
大
切
で

す
。
ぜ
ひ
検
診
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

８
月
１
日
～
９
月
３０
日

「
歯
周
疾
患
検
診
実
施
医
療

機
関
」
の
表
示
が
あ
る
市
内

の
歯
科
医
院

住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ

て
い
て
本
年
度
に
４０
歳
・
５０

歳
・
６０
歳
・
７０
歳
に
な
る
人

１
、
０
０
０
円

（
７０
歳
の
人
は
無
料
）

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
４

　市
民
の
健
康
増
進
と
食
育
推

進
の
ヘ
ル
ス
プ
ラ
ン
策
定
の
た

め
、
５
歳
児
の
保
護
者
と
無
作

為
に
抽
出
し
た
市
民
に
、
ア
ン

ケ
ー
ト
を
郵
送
し
ま
す
。
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
４

子
宮
頸け
い
が
ん

　
　
　
医
療
機
関
検
診

が
ん
検
診

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
・
検
診
手
帳

子宮頸がん検診対象者

乳がん検診対象者（女性）
大腸がん検診対象者（男性、女性）

ア
ン
ケ
ー
ト
の
お
願
い

健
康
と
食
育
計
画
に
反
映

歯
周
病
の
検
診
を

　
　
　
受
け
ま
し
ょ
う

献
血
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い

三
豊
総
合
病
院
健
康
教
室

自
己
負
担
金

年齢 生　年　月　日

２０歳 平成３年４月２日～平成４年４月１日

２５歳 昭和６１年４月２日～昭和６２年４月１日

３０歳 昭和５６年４月２日～昭和５７年４月１日

３５歳 昭和５１年４月２日～昭和５２年４月１日

４０歳 昭和４６年４月２日～昭和４７年４月１日

年齢 生　年　月　日

４０歳 昭和４６年４月２日～昭和４７年４月１日

４５歳 昭和４１年４月２日～昭和４２年４月１日

５０歳 昭和３６年４月２日～昭和３７年４月１日

５５歳 昭和３１年４月２日～昭和３２年４月１日

６０歳 昭和２６年４月２日～昭和２７年４月１日
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　筆
記
８
月
２５
日
（
土
）

　
　
　
　面
接
９
月
１７
日
（
祝
）

　看
護
師
、
薬
剤
師
、
介
護

福
祉
士
な
ど

８
月
１３
日
（
月
）
ま
で

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　三
豊
総
合
病
院
人
事
課

　
　
　
　☎

５２

−

３
３
６
６

自
衛
官
候
補
生
（
男
女
）

一
般
曹
候
補
生
（
男
女
）

１８
歳
以
上
２７
歳
未
満

（
新
卒
者
含
む
）

航
空
学
生
（
男
女
）

１８
歳
以
上
２１
歳
未
満

（
新
卒
者
含
む
）

８
月
１
日
（
水
）
～
９
月
７
日
（
金
）

　自
衛
隊
観
音
寺
地
域
事
務
所

　
　
　
　☎

２５
−

６
１
２
２

８
月
２３
日
（
木
）

午
前
１０
時
～
午
後
５
時

高
松
法
務
局
観
音
寺
支
局

（
坂
本
町
５
丁
目
１９
番
１１
号
）

８
月
１３
日
（
月
）
～
１７
日
（
金
）

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

　高
松
法
務
局
筆
界
特
定
室

☎
０
８
７

−

８
５
１

−

６
３
８
４

　企
業
が
一
堂
に
会
し
て
「
夏

の
就
職
面
接
会
」
を
し
ま
す
。

８
月
２１
日
（
火
）

午
後
１
時
～
午
後
４
時

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
大
展
示
場

中
途
採
用
希
望
者
、
来
年
３

月
に
大
学
等
を
卒
業
す
る
人

（
既
卒
者
含
む
）

香
川
県
労
働
政
策
課

☎
０
８
７

−

８
３
２

−
３
３
６
８

８
月
２９
日
（
水
） 

午
前
１０
時
～
午
後
４
時

観
音
寺
市
中
央
公
民
館
２
階

会
議
室

失
業
し
て
住
居
を
失
っ
た
、

解
雇
さ
れ
生
活
費
が
乏
し
い
、

再
就
職
の
た
め
の
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
を
し
た
い
な
ど
、
生
活

や
就
労
に
関
す
る
相
談

香
川
求
職
者
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー

☎
０
８
０

−

３
９
２
３

−

８
６
０
９

香
川
県
労
働
政
策
課
雇
用
対

策
グ
ル
ー
プ

☎
０
８
７

−

８
３
２

−

３
３
６
８

　子
ど
も
の
こ
と
で
悩
ん
で
い

る
人
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

☎
０
８
７

−

８
６
２

−
４
１
５
２

午
前
９
時
～
午
後
９
時

月
～
土
曜
日
（
祝
日
は
休
み
）

香
川
県
子
ど
も
女
性
相
談
セ

ン
タ
ー

☎
０
８
７

−

８
６
２

−

８
８
６
１

　家
庭
内
の
不
和
や
結
婚
、
離

婚
、
男
女
問
題
、
配
偶
者
な
ど

か
ら
の
暴
力
な
ど
で
悩
ん
で
い

る
人
は
、
一
人
で
悩
ま
な
い
で

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　☎
０
８
７

−

８
３
５

−

３
２
１
１

午
前
９
時
～
午
後
９
時

月
～
土
曜
日
（
祝
日
は
休
み
）

香
川
県
子
ど
も
女
性
相
談
セ

ン
タ
ー
／
配
偶
者
暴
力
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
７

−

８
６
２

−

８
８
６
１

８
月
１６
日
（
木
）

午
前
１０
時
～
午
後
３
時

観
音
寺
公
共
職
業
安
定
所

就
業
相
談
と
無
料
職
業
あ
っ

せ
ん
、
進
学
相
談

看
護
職
で
就
職
先
を
探
し
て

い
る
人
、
看
護
職
員
の
雇
用

を
考
え
て
い
る
施
設

香
川
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
７

−

８
６
４

−

９
０
７
５

　放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ

ジ
オ
の
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
し
て
、
幅
広
い
分
野
を

学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

８
月
３１
日
（
金
）
ま
で

放
送
大
学
香
川
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
７

−

８
３
７

−

９
８
７
７

８
月
１５
日
（
水
）
～
１７
日
（
金
）

午
後
１
時
～
午
後
４
時

８
月
１４
日
（
火
）
ま
で
に
要
予
約

香
川
県
西
讃
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
相
談
室

新
規
就
農
を
予
定
の
人
、
就

農
５
年
以
内
の
人

　香
川
県
西
讃
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー
☎
６２

−

３
０
７
５

職
員
募
集

三
豊
総
合
病
院
企
業
団

自
衛
官
募
集

土
地
の
筆
界（
境
界
）相
談
所

子
ど
も
と
家
庭
の
電
話
相
談

「
女
性
相
談
」
電
話

か
が
わ
ー
く
フ
ェ
ア

生
活
や
就
労
の
出
張
相
談

就
農
相
談
窓
口

放
送
大
学
１０
月
生
募
集

ナ
ー
ス
バ
ン
ク
・

　
　
サ
テ
ラ
イ
ト
相
談
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第
一
次
試
験

第
二
次
試
験

相
談
専
用
電
話

女
性
相
談
専
用
電
話

職
種

ス ポ ー ツ 行 事

月日 行　　　　　事

１２
第８２回市内卓球リーグ戦
９：００～／市立総合体育館

１８
１９

Ｐ＆Ｐ（パステル・パッションカップ）
　　　　　　　少年サッカー６年生大会
９：００～／総合運動公園
国民体育大会第３３回四国ブロック大会
　　　　　　　　　　　　　（新体操）
９：００～／市立総合体育館

１９
第４０回小学生バレーボール香川大会
９：００～／
大野原会館（ほか県内５会場）

２６
香川県バウンドテニス協会会長杯
９：００～／市立総合体育館

９／１

第５８回三観広域陸上競技選手権大会
９：００～／総合運動公園

第１１回体操・新体操演技発表会
８：３０～／市立総合体育館

２
第４９回燧洋杯近県中学校
　　　　　　　　　　ソフトテニス大会
９：００～／総合運動公園

７
第２６回市長旗争奪ゲートボール大会
８：００～／総合運動公園

８
四国アイランドリーグｐｌｕｓ公式戦
１３：００～／総合運動公園

９

第６２回暁星杯近県ソフトテニス大会
９：００～／総合運動公園
県民スポレク祭バウンドテニス大会
９：００～／市立総合体育館

９
１６
２３

第７回観音寺市招待軟式野球大会
９：００～／総合運動公園
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　バ
ザ
ー
や
ゲ
ー
ム
、
演
奏
会

な
ど
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
た
く

さ
ん
予
定
し
て
い
ま
す
。

８
月
４
日
（
土
）

午
前
１０
時
～
午
後
２
時

ス
マ
イ
ル
ハ
ウ
ス
ぷ
ち
ふ
ら

わ
ぁ
（
旧
観
音
寺
東
幼
稚
園
）

駐
車
場
は
観
音
寺
東
小
学
校

運
動
場

ス
マ
イ
ル
ハ
ウ
ス
ぷ
ち
ふ
ら

わ
ぁ

　
　☎

８２
−

６
１
１
１

　先
の
大
戦
に
お
い
て
、
外
地

等
（
事
変
地
の
区
域
ま
た
は
戦

地
の
区
域
）
に
派
遣
さ
れ
戦
時

衛
生
勤
務
に
従
事
さ
れ
た
、
旧

日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦
お

よ
び
旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦
の

人
（
慰
労
給
付
金
受
給
者
は
除

く
）
に
対
し
て
、
そ
の
ご
労
苦

に
報
い
る
た
め
内
閣
総
理
大
臣

名
の
書
状
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

本
人
や
家
族
の
人
は
、
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

三
観
広
域
防
災
セ
ン
タ
ー
２

階
研
修
会
議
室

各
３０
人

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

　三
観
広
域
消
防
防
災
課

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
７
３

８
月
２３
日
（
木
）

午
後
２
時
～
午
後
３
時
３０
分

西
讃
保
健
福
祉
事
務
所
３
階

大
会
議
室

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
治
療
と

ケ
ア
に
つ
い
て

香
川
井
下
病
院
神
経
内
科
部
長

　
　
　
　佐
々
木
石
雄
医
師

８
月
１６
日
（
木
）
ま
で

　西
讃
保
健
福
祉
事
務
所
保

健
対
策
課
☎
２５

−

２
０
５
２

普
通
救
命
講
習
会

９
月
８
日
（
土
）

午
前
８
時
４５
分
～
正
午

心
肺
蘇そ

生
法
や
止
血
法
な
ど

の
救
命
手
当
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

用
法
な
ど

上
級
救
命
講
習
会

９
月
９
日
（
日
）

午
前
８
時
～
午
後
５
時

普
通
救
命
講
習
会
の
内
容
、

骨
折
・
外
傷
・
や
け
ど
な
ど

の
応
急
手
当
、
搬
送
法

図書館だよりLibrary News 夏休みの宿題おたすけコーナー

夏におすすめする本

平
成
２５
年
３
月
３１
日
ま
で

総
務
省
大
臣
官
房
総
務
課
管

理
室

　業
務
担
当

☎
０
３

−

５
２
５
３

−

５
１
８
２

　「
貴
金
属
を
買
い
取
る
と
言
っ

て
業
者
が
訪
問
し
、
強
引
な
口

調
で
せ
か
さ
れ
、
よ
く
考
え
ず

に
安
価
で
売
っ
て
し
ま
っ
た
」

「
な
か
な
か
帰
っ
て
く
れ
ず
怖

か
っ
た
」
な
ど
の
相
談
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　業
者
が
突
然
訪
問
し
て
き
て

「
査
定
す
る
だ
け
」
と
言
わ
れ

て
も
、
売
る
気
が
な
け
れ
ば
は

っ
き
り
断
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

契
約
前
に
業
者
の
住
所
や
電
話

番
号
を
確
認
す
る
の
は
も
ち
ろ

ん
、
古
物
商
許
可
証
等
の
提
示

を
求
め
、
内
容
を
確
認
し
て
書

き
留
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
消

費
者
か
ら
の
こ
う
し
た
要
請
に

き
ち
ん
と
対
応
し
な
い
業
者
と

は
、
契
約
し
な
い
こ
と
が
大
切

で
す
。
買
い
取
り
価
格
の
計
算

根
拠
や
買
い
取
り
条
件
も
十
分

確
認
し
た
上
で
、
見
積
書
を
も

ら
い
ま
し
ょ
う
。

　西
讃
県
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　☎

２５

−

５
１
３
５

　商
工
観
光
課
商
工
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
３
３

図書館の本を活用してください

「最強！涼野菜レシピ」
監修：幸井俊高　出版：河出書房新社

「大人のためのゆかたのきほん」
出版：主婦の友社

貴
金
属
の
訪
問
買
い
取
り

講談社

救
命
講
習
会
受
講
生
募
集

難
病
講
演
会

ぷ
ち
ふ
ら
わ
ぁ
ま
つ
り

内
閣
総
理
大
臣
名
の

　
書
状
を
贈
呈
し
ま
す

休館日　　6・13・20・27日

「全国訪問おはなし隊」が
　　　  やってきま～す。

中央図書館 ☎23－3960　大野原図書館 ☎54－5715　豊浜図書館 ☎52－1206

４日（土）　13：30〜14：10
25日（土）　13：30〜14：10
17日（金）　13：30〜
　　　　　井上靖 著　
　　　　　「わが母の記」（講談社文庫）

★おはなし会

★つぼみ愛書会 ○大野原図書館
　11日（土）14：30〜15：00

○中央図書館
　12日（日）14：30〜15：00

対象：３〜10歳
先着50人におみやげがあります★古典文学講座 18日（土）　９：30〜11：30

大野原図書館

中央図書館

豊浜図書館

11日（土）　13：30〜14：30
　　　　　小物入れをつくろう！
18日（土）　13：30〜14：00
　　　　　絵本「しろくもちゃん」ほか

★工作教室

★おはなし会
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相談日は、都合により変更することがあります。

交通事故相談　☎２３−３９２４　　８日（水）・２２日（水）午前

１０時～正午　社会福祉センターふれあい相談室　 弁護士

年金相談　☎０８７７−６２−１６６１　　１５日（水）午前１０時～午

後３時　市民会館第４会議室　日本年金機構善通寺年

金事務所の相談員　要予約

街角年金相談・手続き　☎０８７−８１１−６０２０　　 １日（水）

午前１０時～午後３時　市役所本庁地下会議室　街角の

年金相談センター高松の相談員　事前に問い合わせ

人権相談　☎２３−３９２８　観音寺　１０日（金）午前１０時～午

後３時　ふれあい文化センター／大野原　 ９日（木）午

前１０時～午後３時　大野原いきいきセンター／豊浜 

１４日（火）午前１０時～午後３時　 豊浜福祉会館老人談話室

家庭児童相談・女性相談　☎２３−３９５７　　土・日・祝を除

く毎日午前８時３０分～午後４時　社会福祉センター家

庭児童相談室

母子自立相談　☎２３−３９５７　　 土・日・祝を除く毎日午

前８時３０分～正午　社会福祉センター家庭児童相談室

児童相談　☎２３−３９５７　　 ８日（水）午後１時３０分～午後

５時　社会福祉センター家庭児童相談室　県の専門相

談員　要予約

身障相談　観音寺☎２３−３９６３　 ２日（木）・１６日（木）午前

１０時～正午　社会福祉センター身障者会議室／大野原

☎５４−５７００　 ２日（木）午前１０時～正午　 大野原いき

いきセンター会議室／豊浜☎５２−１２００相談員が電話で

受付後、家庭へ訪問。支所などでの相談可

理学療法訓練日　☎２３−３９６３　　１９日（日）午前１０時～午

後４時　大野原いきいきセンター

こころの健康相談　☎２３−３９６３　　先着各３人　 １日（水）

午後１時～午後３時　〇司法書士の法律相談　働く婦

人の家相談室　〇保健師のこころの健康相談　社会福

祉センターふれあい相談室

法律相談　☎２５−７７７３　　先着１２人　 １４日（火）・２８日

（火）午前１０時～午後３時　社会福祉センターふれあい

相談室　弁護士

心配ごと相談　観音寺☎２５−７７７３　　 ７日（火）・２１日（火）

午後１時～午後３時　社会福祉センターふれあい相談室／

大野原☎５４−５７１４　 ２日（木）・１６日（木）午前１０時～正午

　大野原いきいきセンター／豊浜☎５２−１２１２　 ７日（火）

・２１日（火）午前１０時～正午　豊浜福祉会館老人娯楽室

福祉人材無料職業相談　☎２５−７７７３　　土・日・祝を除

く毎日午前９時～午後４時　市社会福祉協議会

さぬき若者サポートステーション　☎０８７７−５８−１０８０　

１日（水）午前１０時～午後４時　観音寺市中央公民館２

階会議室　 就職相談など　１５～３９歳の人とその家族

少年問題相談やまびこ　☎２３−０９００　　土・日・祝を除

く毎日午前８時３０分～午後５時　少年育成センター

行政相談　☎２３−３９１５　　１７日（金）午後１時３０分～午後

４時　働く婦人の家

時
講

時
所

時

時
時

時

時

時

持

所

時

時

時

時

時

時

時

時

時

所

所
所

所

所

所

講

講

所

所

所

所

所

所

所

所
所

所

所

数

数

内 対

時

時

時

時
所

所

家事手続案内　☎２５−２６１９　　土・日・祝を

除く毎日午前９時～午前１１時 ３０分、午後

１時～午後４時３０分　高松家庭裁判所観

音寺支部

市長相談　☎２３−３９１５　　随時受付　要予約

所

時

受 

講

講所

　

　　

火
災
・
救
急
件
数
1

1
〜

6
30

火
災

救
急

１
、３
４
３
件

14
件

　

　　
火
災

救
急

　毎
年
、
８
月
か
ら
９
月
ご
ろ

を
中
心
に
、
日
本
に
は
台
風
が

接
近
し
、
各
地
に
さ
ま
ざ
ま
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　台
風
な
ど
の
自
然
災
害
は
、

時
に
私
た
ち
の
生
命
や
財
産
を

奪
い
取
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
猛
威
を
お
さ
え

る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
身

近
な
範
囲
で
の
防
災
は
可
能
で

す
。
台
風
や
大
雨
な
ど
は
地
震

と
違
い
、
あ
る
程
度
の
予
測
が

つ
き
ま
す
。
気
象
情
報
に
注
意

し
早
め
に
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。

準
備
の
ポ
イ
ン
ト

○

停
電
に
備
え
、
懐
中
電
灯
や

携
帯
ラ
ジ
オ
の
準
備

○

避
難
に
備
え
、
貴
重
品
な
ど

の
非
常
持
ち
出
し
品
の
準
備

○

窓
や
雨
戸
な
ど
が
飛
ば
さ
れ

な
い
よ
う
に
補
強

台
風
の
季
節
で
す

　
　
　
備
え
を
万
全
に
！

６月１日～３０日（敬称略）

香典返し

森　　洋司＝

喜司　正義＝

横内　照文＝

近藤　　清＝

川上真市朗＝

白川　安男＝

八幡町三丁目

村 黒 町

豊浜町箕浦

池之尻町

柞 田 町

大野原町大野原

安藤　　寛＝

洌崎　淳一＝

小林　拓哉＝

吉 岡 町

豊浜町和田浜

植 田 町

チャイルドシート寄付

○

家
族
と
の
連
絡
方
法
の
確
認

○

避
難
場
所
の
確
認
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８

杏
ぎょう

葉
よう

　黒島林１３号墳は、市総合運動公園の

テニスコート南側にありました。副葬

品には馬を飾るために取りつけられる

馬具の一種の杏葉が出土しています。

中央部には三葉形の忍
にん

冬
どう

唐
から

草
くさ

文
もん

が象徴

的に配されびょう留めされています。

 （忍冬唐草文＝スイカズラのようなつる草を図案化した文様）

生涯学習課文化振興係　☎２３−３９４３

小山医院

さいとう歯科医院

ひまわり調剤薬局三豊

冨士クリニック

タカシ歯科クリニック

ひまわり調剤薬局春日

第健調剤薬局

村黒町　☎25－2354

粟井町　☎27－9328

豊浜町　☎52－5100

観音寺町（春日） ☎25－3692

坂本町　☎24－4618

観音寺町（春日） ☎24－3863

豊浜町　☎56－3477

西山整形外科医院

みやざき歯科医院

こまつ薬局古川

快生堂豊浜調剤薬局

古川町　☎25－0107

詫間町　☎83－7222

古川町　☎56－0555

豊浜町　☎56－3260

医

医

医

歯

歯

歯

薬

薬

薬

細川整形外科医院

白井歯科医院

いずみや調剤薬局

ケイ・アイ薬局

植田町　☎25－4290

三野町　☎72－5237

出作町　☎25－4407

豊浜町　☎52－1818

医

歯

薬

あぶあぶひろば

10 カ月児相談

あぶあぶひろば

保

保

いき いき

いき

いき

はつらつ会

健康栄養相談

はつらつ会

筋力つけんな～教室

もぐもぐレッスン

はつらつ会

筋力つけんな～教室

9:00 ～ 11:00

9:30 ～ 11:00

9:00 ～ 11:00

13:30 ～ 15:00

10:00 ～ 11:30

9:00 ～ 11:00

13:30 ～ 15:00

いき

いき

いき

いき

はつらつ会

3 歳児健診

ひまわりの会

はつらつ会

9:00 ～ 11:00

13:15 ～ 13:45

13:30 ～ 16:00

9:00 ～ 11:00

（ 大 野 原 町・豊 浜 町　
Ｈ21年1月・2 月生まれ）

育児相談

ふれあい広場

さわやか栄養教室

3 歳児健診

ふれあい広場

9:30 ～ 11:00

9:30 ～ 11:30

9:30 ～ 13:00

13:30 ～ 14:15

9:30 ～ 11:30

保

保

保

ふれ

ふれ

ふれ

ふれ

健康栄養相談

ふれあい広場

のびのび教室

9:30 ～ 11:00

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00

ふれ

ぴよぴよクラブ

筋力つけんな～教室

ぴよぴよクラブ

スマイルツインズの会

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 15:30

ふれ

（大野原町・豊浜町　
Ｈ 23 年 10 月・11月生まれ）

保 育児相談

プレママ広場

あぶあぶひろば

のびのび教室

9:30 ～ 11:00

10:00 ～ 12:00

10:00 ～ 12:00

13:30 ～ 15:00
いき

ふれあい広場

1歳６カ月児健診
9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 14:15

ふれ

保
（旧観音寺市 H23 年 1 月生まれ）

（旧観音寺市 H21 年 1 月生まれ）

ぴよぴよクラブ

のびのび教室

骨密度測定

ぴよぴよクラブ

筋力つけんな〜教室

いき

いき

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00

9:30 ～ 11:00

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00

健康栄養相談

10 カ月児相談

ぴよぴよクラブ

シニアエアロビクス

いき

9:30 ～ 11:00

13:30 ～ 14:00

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00 

（旧観音寺市Ｈ23年10月生まれ）

保

ぴよぴよクラブ

ゆう酸素リフレッシュ体操

ぴよぴよクラブ

健康相談

市役所ロビー

9:30 ～ 11:30

9:30 ～ 11:30

9:30 ～ 11:30

13:00 ～ 14:30

  9:30 ～ 11:30
12:30 ～ 16:00

いき

いき

いき

いき

10:00～12:00

13:30～14:00

10:00～12:00

ぴよぴよクラブ

３カ月児健診

いき
9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 14:15
（旧観音寺市Ｈ24 年 5月生まれ）

保

保

豊福

豊福

豊福

共福

今月の人口 （７月１日現在）

人　口
男 女

世帯数人
人

世帯
人

63,433 
30,569 

23,730 
32,864 

８月の納税・納付

市民税・県民税　　　　 （２期）
後期高齢者医療保険料　 （２期）

納期限　８月31日（金）
納め忘れのないよう、便利な口座振替を
ぜひ利用してください。

ツイッター　観音寺市公式アカウント名
＠ｋａｎｏｎｊｉ＿ｃｉｔｙ

運動器具を使って
健康づくり・体力づくりを

しましょう！
月～土曜日（日曜、祝日休み）
  9:00 ～12:00
13:00 ～ 16:00

医
歯

薬
保
いき
ふれ

共福

共福

休日当番医
休日当番歯科医

休日当番調剤薬局
保健センター
大野原いきいきセンター
豊浜ふれあい会館
豊浜福祉会館

（９：００～１２：００）

共同福祉施設軽運動室
伊吹公民館

豊福

伊

伊

要予約

黒
くろ

島
しま

林
ばやし

１３号墳①（池之尻町） 
ー 母神山古墳群 ー

観音寺市の
　古墳文化

献血


